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菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊生セ
菊福館

菊池市生涯学習センター
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
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旭志公民館
旭志図書館
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▼
一
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
広
報

担
当
も
早
７
年
。
た
く
さ
ん
の
人

と
出
会
い
、
今
で
は
市
内
外
に
多

く
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
に
踏
み
出
す
こ
と
で
ま
ち
の

魅
力
を
知
り
、
机
上
で
は
見
つ
か

ら
な
い
多
く
の
学
び
を
得
ま
し
た
。

全
て
が
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で

す
。
今
号
を
も
っ
て
筆
を
置
き
ま

す
が
、
報
恩
謝
徳
の
精
神
で
次
の

ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
み
ま
す
。
野
中

▼
今
月
号
か
ら
図
書
だ
よ
り
が

K
i
C
RO

S
S
だ
よ
り
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
公
民
館
講
座
や
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
も
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
新
し
い
趣
味
を
見
つ
け

て
み
た
い
と
思
っ
た
ら
公
民
館
へ

…
の
原
稿
を
見
て
頭
に
浮
か
ん
だ

の
は
、
３
月
に
還
暦
を
迎
え
た
父
。

趣
味
の
時
間
も
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
勧
め
て
み
ま
す
。　
松
永

▼
地
震
後
に
菊
池
で
働
き
始
め
た

た
め
、
今
号
の
撮
影
で
初
め
て
菊

池
渓
谷
に
入
り
ま
し
た
。
実
は
入

谷
で
き
そ
う
な
機
会
を
５
回
も
逃

し
て
い
た
た
め
、
６
度
目
の
正
直

で
し
た
。
よ
う
や
く
入
れ
た
渓
谷

の
景
色
に
感
激
。
復
旧
の
た
め
動

き
続
け
た
人
た
ち
の
苦
労
に
は
頭

が
下
が
り
ま
す
。
再
び
に
ぎ
わ
う

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　
伊
藤

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

１ ２ ３
「菊池公園」桜の下
de フットパス�
19:00 ～ 菊池市総
合グラウンド駐車場

４
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
◆菊池市戦没者追
悼式10：00 ～
総合体育館

５ ６ ７
●中央おはなし会
10:30 ～菊中図
◆くまもと復興映
画祭～４/８まで
菊文館他

８ ９
●育児教室
9:30 ～10:30
西部セ

10
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

11
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊池市役所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊池市役所
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所

12
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

13
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

14
◆落語講談伝統話
芸を聴く会
10:30 ～菊中図
●おはなしのもり
10:30 ～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11:00 ～泗　図
◆菊池一族と延寿
鍛治シンポジウム
17:00 ～
菊池神社菊華殿

15
●おたのしみ会
14:00 ～泗　図

16 17
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■認知症サポーター
養成講座�14:00
～
菊池市役所

18
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●1歳6カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

19
●1歳6カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

20
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）菊池市役所

21
●中央おはなし会
10:30 ～菊中図
◆善環境の輪九州
の集い in 菊池�
12:20 ～ 七　公
●旭志おはなし会
13:30 ～旭　図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図
◆第58回菊池まち
づくり道場�
19:00 ～ 松倉邸

22
◆軽トラ朝市
歩き愛です同時開
催
7:30 ～11:30
迎町・中央通・立町

23 24
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●育児教室
9:30 ～10:00
西部セ
●七城おはなし会
11:00 ～七　図
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）高齢支援課

25
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗水支所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗水支所
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
納税相談夜間窓口�
～27日まで
～20:00 税務課

26
●２歳児歯科健診 
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福

27
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図

28
●おはなしの森
10:30 ～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11:00 ～泗　図

29 30 5/1 5/2
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

5/3 5/4 5/5
◆菊池市民吹奏楽
団ファミリーコン
サート�
14:00 ～ 菊文館

5/6 5/7 5/8 5/9 5/9 5/9 5/10
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熊本地震から２年
油断大敵part２

菊池人
緒方徹さん

たくさんの支援と励ましに感謝

菊池渓谷 再開
菊池の未来をつくるアイデア募集！
市民提案型協働事業提案募集

健康だより
知っていますか？乳がんのこと

Ki

kuchi area public relations liaiso

n 
co

un
ci

l 

菊池地域

合同特集

QRコードは動画が
見られます。AR動画
の視聴方法はホーム
ページをご覧くださ
い。「菊池AR」で検索



Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

２月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,344 人 －５
　 菊池：24,611 人 －９
　 七城： 5,330 人 －２
　 旭志： 4,597 人 －８
　 泗水：14,806 人 14
男　性：23,664 人 １
女　性：25,680 人 －６
世　帯： 19,052 世帯 14

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,478 人 13%

15 ～
64 歳 27,206 人 55%

65 歳
以上 15,660 人 32%

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人　緒方徹 さん

４
次の地震に備える

油断大敵part2

６

菊池地域合同特集

巡って食べて元気発信！
わがまちパワースポット

10
11

シリーズ日本遺産
菊池渓谷再開

12
13

青少年育成推進員だより　輝けきくち
スポーツ推進委員だより　エンジョイスポーツ

14
15

市民提案型協働事業提案募集！
国民年金情報

16
健康だより
知っていますか？乳がんのこと
４月から乳がん個別検診が変わります／歯ッピーキッズ

18
19

文芸きくち
KiCROSSだより

20
21

嶋屋日記の風景／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

22

～

29

情報つう
▼お知らせ
はり・きゅう利用券を交付します／個人が管理する合併浄化槽の寄
付を受け入れます／菊池市議会議員一般選挙立候補予定者届出
事務説明会／児童生徒の就学費用を援助します／熊本地震復興
祈念ウィーク／農用地利用計画の変更（除外・編入）申出書受付／４
月から各種手当額を改定します／応急仮設住宅とみなし仮設住宅
に入居している皆さんへ／春の全国交通安全運動／国民健康保
険人間ドッグの助成申し込みを受け付けます／農作業中の事故が
増えています／たい肥やスラリー散布の際には対策を行ってくだ
さい／ミツバチへの農薬危害を防止しましょう／ラグビーワールド
カップチケット先行販売中／ひとり親家庭等助成事業をご存知で
すか
▼募集
保育園で働きたい人の人材バンク登録者募集／高齢者健康教室
／さわやか健康教室／市民劇に参加しませんか／職業訓練コース
／ラブベンチデザインコンペ2０１８
▼相談・講演講習
もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／熊本県男女共同参
画相談室らいふ／ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談
／こころの健康電話相談／納税相談夜間窓口を開設します／認知
症サポーター養成講座
▼イベント
第58回菊池まちづくり道場／善循環の輪九州の集い in 菊池／春
の草花観察会／菊池一族と延寿鍛治展日本の名刀展／ボート競技
大会開催
地域おこし協力隊通信
市民の広場

30
31

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

32 TOPICS～まちの話題～

34
35

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙
昨年４月に撮影した菊池神
社参道の夜桜です。宵の口、
街路灯と提灯の明かりが
桜を照らし、幻想的な空間
をつくっていました。菊池
公園一帯では毎年、桜の開
花シーズンになるとライト
アップされ、夜も花見を楽
しむことができます。今年
も色鮮やかな桜の花が人々
の目を楽しませています。

大切な情報を確実に受け取るスマホアプリ

「きくち防災・行政ナビ」の主な特徴

きくち防災・行政ナビ
好評配信中です！
　防災無線や戸別受信機からの情報を日常・災害時問わ
ず、普段お使いのスマートフォンやタブレット端末を利用し
て、確実に受け取れるアプリケーションを配布しています。
ぜひ、ダウンロードしてご利用ください。

音声だけでなく、防災無線などの情報を文
字や画像を使って見ることができます。

普段お使いのスマートフォンやタブレットを
利用するため、自宅や外出先で情報を確認
できます。

消防署と連携し火災情報も配信できるようになりました。※デタポ
ンでの情報配信は３月で終了しました。

GooglePlayやApp Storeで「きくち防
災」と検索し、ダウンロードしてください。
上記のQRコードを読み取ると便利です。

繰り返し、何度でも情報を確認できます。

文字・音声・画像で

いつでも、どこでも

火災情報のお知らせも

何度でも

ダウンロードはこちらから

【問合わせ先】 防災交通課 ☎0968（25）7203
※デタポンに関しては市長公室 ☎0968（25）7252

Android用 iPhone用

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室まで問い合わせてください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

1_ 庭や畑のある古民家で念願の新生活。デザイン事務所はイラストレーターの妻・愛
まな

美
み

さんと二人三脚で運営　2_就農に当たり県立農業大学校に通った。自宅裏の畑でニ
ンニクを栽培。「初めての収穫がすごく楽しみ」  3_今までに制作したチラシや本の装丁

57
31 2

夢の新生活を
菊池で実現

　

田
園
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
る
川
に
、
降
り

注
ぐ
太
陽
。
デ
ザ
イ
ン
し
た
菊
池
川
流
域
日

本
遺
産
の
ロ
ゴ
が
、
応
募
３
５
２
点
の
中
か

ら
採
用
さ
れ
た
。「
絵
巻
で
囲
ん
で
物
語
性

を
表
現
し
、
鞠
智
城
や
川
ガ
ニ
な
ど
土
地
の

魅
力
を
詰
め
込
ん
だ
。
川
は
過
去
か
ら
未
来

へ
の
時
の
流
れ
を
現
し
ま
し
た
」
と
コ
ン
セ

プ
ト
を
説
明
す
る
。「
菊
池
に
貢
献
で
き
た

よ
う
で
、
う
れ
し
い
で
す
」

　

熊
本
市
で
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
後
に
上
京
。

「
図
画
工
作
が
好
き
だ
っ
た
」
こ
と
も
あ
り

デ
ザ
イ
ン
の
専
門
学
校
へ
。
そ
の
後
は
事
務

所
で
師
匠
に
付
い
て
働
き
始
め
た
。
し
ば
ら

く
は
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
と
言
う
。「
仕

事
は
山
積
み
で
深
夜
ま
で
終
わ
ら
ず
、
帰
宅

後
に
は
師
匠
に
提
出
す
る
課
題
も
あ
る
。
で

も
楽
し
か
っ
た
で
す
」。
27
歳
で
独
立
。
数
々

の
コ
ン
ペ
で
仕
事
を
獲
得
し
キ
ャ
リ
ア
を
積

み
重
ね
た
が
、「
都
会
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

い
続
け
る
日
々
に
疑
問
を
持
っ
た
。
昔
か
ら

農
業
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
故
郷
の
熊
本

で
仕
事
を
両
立
さ
せ
よ
う
」
と
決
意
し
た
。

　

依
頼
さ
れ
た
内
容
に
対
し
て
１
０
０
％
以

上
の
成
果
を
出
す
こ
と
と
、
難
し
い
仕
事
も

引
き
受
け
る
こ
と
が
ポ
リ
シ
ー
。「
自
分
の

ス
タ
イ
ル
を
押
し
付
け
ず
、
依
頼
者
に
歩
み

寄
っ
た
作
品
を
提
案
す
る
こ
と
も
大
事
」
と

極
意
を
語
る
。

　

移
住
し
て
約
１
年
。
農
業
を
始
め
、
自
然

と
と
も
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。「
近

所
の
人
が
と
て
も
温
か
い
。
菊
池
は
過
ご
し

や
す
い
で
す
。
新
た
な
環
境
に
身
を
置
く
こ

と
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
引
き
出
し
も
増
え
た
。

移
住
し
て
良
か
っ
た
」。
充
実
し
た
生
活
が
、

作
品
を
生
み
出
し
て
い
く
糧
に
な
っ
て
い
る
。

Profile　おがた・とおる
昭和38年９月11日生。熊本市出身。東京でデ
ザイナー事務所を構えていたが、イラストレー
ターの妻・愛美さんとともに菊池市に移住。菊
池のお気に入りは中央図書館と夕日。趣味はＵＫ
ロック鑑賞とお酒、菊池川沿いのジョギング。２
匹のネコとともに暮らす。南古閑区在住。54歳。

グラフィックデザイナー

緒方 徹さん

3 22018 April広報きくち2018 April広報きくち



日向灘地震

南海地震ユーラシアプレート

東南海地震

東海地震

南海トラフ

フィリピン海プレート

国の発表によると、菊池市では震度５強程度の地
震が発生すると予想されています。

南海トラフ地震の予測範囲

フィリピン海プレート
ユーラシアプレート

押しながら、年に数センチずつ、
沈み込んでいく

「
大
き
な
地
震
は
も
う
し
ば
ら
く
は
起
こ
ら
な

い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
熊
本
地

震
か
ら
２
年
。
余
震
や
報
道
の
回
数
は
随
分
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
被
災
建
物
の
解
体
も
進
み
、

防
災
へ
の
関
心
も
薄
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

熊
本
地
震
発
生
以
前
、
政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
は
、熊
本
地
震
の
原
因
と
な
っ
た
布
田
川

断
層
の
地
震
発
生
確
率
を
「
今
後
30
年
以
内

に
最
大
０・
９
％
」
と
見
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
確
率
を
見
て
あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

予
測
さ
れ
て
も
、い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
の
か

分
か
ら
な
い
の
が
地
震
。
熊
本
地
震
の
経
験
を

生
か
し
、次
の
地
震
に
備
え
る
こ
と
が
、命
を

守
る
第一歩
で
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
が

高
確
率
で
起
こ
る
と
予
想

　
今
年
２
月
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員

会
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
今
後
30
年

以
内
の
発
生
確
率
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
～
９
ク
ラ
ス
）
を
「
70
～
80
％
」
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
周
辺

で
は
、
１
０
０
～
２
０
０
年
の
間
隔
で

大
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
最
近
で
は

72
年
前
の
昭
和
21
年
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
い
つ
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
て

も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

内
閣
府
が
平
成
24
年
に
試
算
し
た

結
果
に
よ
る
と
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
地
震
の
揺

れ
や
津
波
に
よ
り
、
建
物
全
壊
が
最

大
２
３
８
万
６
千
棟
、
死
者
が
最
大

22
万
９
万
人
（
九
州
地
方
が
大
き
く
被

災
す
る
ケ
ー
ス
）
と
さ
れ
て
お
り
、
東

日
本
大
震
災
（
死
者
約
２
万
人
、
建
物

（
住
家
）
全
壊
約
12
万
棟
）
を
大
き
く

上
回
る
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
震
度
５
強
程
度
の
揺
れ
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
周
辺
に
は
、
熊
本
地
震
の
原

因
と
な
っ
た
布
田
川
断
層
以
外
に
も
、

別
府
万
年
山
断
層
帯
（
大
分
県
）
を
は

じ
め
、
大
き
な
被
害
を
起
こ
す
恐
れ
が

あ
る
断
層
も
あ
り
ま
す
。

　
避
難
場
所
は
市
が
開
設
す
る
避
難
場

所
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

近
所
の
空
地
や
駐
車
場
な
ど
、
す
ぐ
に

避
難
で
き
る
場
所
を
家
族
や
近
所
の
人

と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
（
※
）
を
取

り
入
れ
、食
料
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
人
間
は
１
日
あ
た
り
２
～
３
㍑
の
水

が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
人
暮

ら
し
な
ら
ば
２
㍑
×
６
本
入
り
箱
を
３

箱
持
っ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
※
日
常
的
に
非
常
食
（
缶
詰
や
カ
ッ

プ
麺
な
ど
）
を
食
べ
て
、
食
べ
た
ら
買

い
足
す
と
い
う
行
為
を
繰
り
返
し
、
常

に
新
し
い
非
常
食
を
備
蓄
す
る
方
法
。

　

災
害
で
上
下
水
道
が
損
傷
す
る
と
、

携
帯
ト
イ
レ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
携

帯
ト
イ
レ
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
と
き
、
避
難
場
所
が

分
か
ら
な
い
住
民
が
何
人
も
い
た
ん

で
す
。
区
に
は
約
１
０
０
世
帯
、
約

３
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
公
民
館
が
な
く
、
地
域
の
集
ま
り
も

少
な
か
っ
た
。
人
同
士
の
結
び
付
き
が

弱
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
必
要
を
感

じ
、
昨
年
４
月
に
自
主
防
災
組
織
を
設

立
。
ま
ず
、
一
時
避
難
場
所
を
菊
池
農

業
高
校
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
安
否
確

認
カ
ー
ド
を
作
っ
て
各
家
庭
に
配
布
。

　
睡
眠
中
は
急
に
動
け
ま
せ
ん
。
背
の

高
い
家
具
の
近
く
で
寝
な
い
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
背
の
高
い
家
具
が
あ
る

場
合
は
固
定
し
、
重
い
荷
物
は
下
の
段

に
収
納
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
の
避
難

に
備
え
て
枕
元
に
懐
中
電
灯
を
用
意
し

て
お
く
の
も
大
事
で
す
。

　
非
常
持
ち
出
し
セ
ッ
ト
を
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
入
れ
、
バ
ッ
グ
１
つ
で
避
難

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
が
良
い
理
由
は
、
物

が
た
く
さ
ん
入
り
、
両
手
が
使
え
る
状

態
で
避
難
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
金
銭
的
な

補
償
を
得
る
こ
と
は
、
災
害
復
旧
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
事
前
に
損
害
保

険
な
ど
を
契
約
し
、
損
壊
し
た
住
宅
の

復
旧
費
用
な
ど
を
確
保
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

避
難
す
る
際
に
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
各
家
庭
の
避
難
状
況
を
素
早
く
集

約
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
は
菊
池
農
業
高
校
と
合
同
で

防
災
訓
練
を
実
施
。
避
難
の
手
順
を
確

認
し
ま
し
た
。
震
災
を
機
に
地
域
の
つ

な
が
り
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
普
段
か
ら
住
民
同
士
が
助
け
合
え

る
区
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
防
災
交
通
課　
☎
０
９
６
８（

25
）７
２
０
３

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

震
災
で
変
わ
っ
た
防
災
意
識

富の原北区自主防災会防災士の育成

　市では、地域防災力の向上のため防災士の育成に
力を入れています。防災士とは、「自助」「共助」「協働」
を原則として、社会のさまざまな場で防災力を高める
活動が期待され、そのための十分な意識と一定の知識・
技能を修得したことを、日本防災士機構が認証した人
です。
　２月17、１８、２５日に合志市と菊陽町と合同で「平成
２９年度防災士養成講座」を開催しました。気象台職員
や大学教授など、防災の第一線で活躍する専門家から
の講義や演習で、平時からの備え、災害が発生したと
きはどのように対応するかなどを学習しました。防災
士の地域に根ざした活躍が期待されます。

女性消防隊が保育園や幼稚園
に出向き、読み聞かせを行い
ます。クイズを交えて災害時
に役立つ知識を紹介します。

防災士養成講座を開催しました

■申し込み・問い合わせ先
防災交通課
☎0968（25）7203

富の原北区自主防災会長

澤
さわ

田
だ

和
かず

久
ひさ

さん

part２

防 災 紙 芝 居

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確
認

寝
室
に
は
大
き
な
家
具
を
置
か

な
い
。
懐
中
電
灯
は
枕
元
に

地
震
保
険
へ
の
加
入

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
は
日
頃

か
ら
そ
ろ
え
て
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に

１
週
間
分
の
水
や
食
料
を
準
備

携
帯
ト
イ
レ
の
準
備
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菊池地域

合同特集

　

弁
天
山
の
地
名
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
聖
徳
太
子
が
肥

後
の
国
に
５
カ
所
の
池
を
作
ら
せ
た
う

ち
の
１
カ
所
、
大
池
の
土
が
一
夜
に
し

て
盛
り
上
が
り
形
成
し
た
と
の
逸
話
も
。

自
然
豊
か
な
弁
天
山
は
散
歩
コ
ー
ス
が

整
備
さ
れ
、
耳
を
澄
ま
せ
ば
ど
こ
か
ら

か
野
鳥
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

山
の
中
腹
に
は
商
売
繁
盛
の
弁
財
天

を
祭
っ
た
御
堂
が
出
現
。
頂
上
ま
で
駆

け
上
が
る
と
、
３
６
０
度
全
方
向
を
見

渡
せ
る
ぜ
い
た
く
な
景
色
と
出
会
い
ま

す
。
こ
の
景
色
は
「
新
く
ま
も
と
百
景
」

に
も
選
ば
れ
、
四
方
八
方
か
ら
吹
く
心

地
よ
い
風
と
パ
ワ
ー
を
体
感
で
き
ま
す
。

　
運
動
不
足
、
気
分
転
換
し
た
い
人
、
頂

上
で
一
つ
深
呼
吸
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　自分の体力や調
子に合わせて、東
西南北から好きな
コースを選ぶとい
いですね。頂上に
たどりついたとき
の達成感、見渡す
限りの雄大な景色、
何度登っても飽き
ませんよ。

西合志歩こう会 会長

上
うえ

村
むら

節
せつ

也
や

さん
（合志市）

県道大津・植木線
至菊陽町

●
ユーパレス弁天

野々島市民センター●

至熊本市

弁天山

県
道
熊
本・菊

鹿
線

　

通
称
「
青
龍
の
大
玉
」
と
呼
ば

れ
る
包
岩
欅
は
、
自
然
の
神
秘
を

感
じ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

ジ
ワ
ジ
ワ
人
気
が
出
て
い
ま
す
。

　
「
青
龍
は
東
の
方
角
を
守
る
神
。
欅
は

渓
谷
の
東
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
龍
は

玉
を
飲
み
込
み
、
雨
や
水
を
も
た
ら
す
伝

説
が
あ
る
。
包
岩
欅
は
玉
を
飲
む
龍
の
よ

う
に
も
見
え
る
」
と
観
光
ガ
イ
ド
を
し
て

い
る
田た

中な
か

忠た
だ

彦ひ
こ

さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。
同

じ
く
観
光
ガ
イ
ド
の
中な

か
原は

ら
英ひ

で
しさ

ん
に
よ
る

と
「
岩
は
阿
蘇
の
噴
火
で
発
生
し
た
噴

石
。
も
と
も
と
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
と

き
に
木
の
根
が
抱
え
込
み
、
そ
の
後
の
浸

食
で
土
が
削
れ
て
地
表
に
現
れ
た
」
と
の

こ
と
。
話
を
聞
い
て
岩
に
ふ
れ
て
み
る

と
、
雄
大
な
自
然
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　日本森林浴百選
に選ばれた菊池渓
谷は、滝の水しぶ
きや豊かな緑がも
たらすマイナスイ
オンがたっぷり。精
神安定の効果があ
るといわれていま
す。復興を機に、ぜ
ひお越しください。

菊池観光案内人の会

田
た

中
なか

忠
ただ

彦
ひこ

さん
（片角）

竜門ダム

●菊池渓谷
　水の駅

至熊本市

至山鹿市

至大津町

菊池川

至
大
分
県

国
道

387号

国
道
325
号

菊池渓谷

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
菊
池
地

域（
菊
池
市・
合
志
市・
大
津

町・菊
陽
町
）に
は
、有
名
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、隣
の

ま
ち
に
ど
ん
な
場
所
が
あ
る
か
知
ら

な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
今
回
は「
こ
ん
な
場

所
が
あ
っ
た
の
か
」と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、訪
れ
た
人
が
元
気
に

な
れ
る“
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
”を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

地
震
か
ら
２
年
、菊
池
地
域
も
各

所
で
復
旧
が
進
み
、少
し
ず
つ
元
気

を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、合
同
特

集
を
企
画
し
ま
し
た
。
地
域
を
巡
り
、

魅
力
を
知
り
、発
信
し
て
、た
く
さ

ん
の
人
が
地
域
に
関
わ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
地
域

の
元
気
を
世
界
に
発
信
し
ま
せ
ん
か
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
！　

詳
し
く
は
９

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
シ
ャ
ッ
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地域の特産品やグルメを楽しめる最寄りの店
舗を紹介します。

　

建
立
は
室
町
時
代
１
５
７
０
年
ご
ろ
。

古
く
は
「
割わ

る

子ご

の
水
」
と
呼
ば
れ
る
清
水

が
湧
き
出
る
場
所
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
近
年
は
、
南
側
に
あ
る
用
水
路
、

下
井
手
沿
い
に
咲
く
桜
が
多
く
の
花
見
客

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
地
震
の
時
に
は
、
北
側
の
崖
か
ら

岩
が
落
下
し
、
社
殿
が
倒
壊
。
し
か
し
、

地
区
の
住
民
の
手
に
よ
っ
て
昨
年
３
月
に

再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
落
下
し
た
岩
は
周
囲
18
メ
ー
ト
ル
。
地

震
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
教
訓

と
し
て
、
ま
た
、
地
区
を
地
震
か
ら
守
っ

て
く
れ
た
神
様
と
し
て
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
は
県
外
か
ら
も
人
が
訪

れ
、
自
然
の
力
と
地
震
の
記
憶
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　
菊
陽
町
の
古
閑
原
に
位
置
す
る
西
園
神

社
。
そ
の
一
角
に
西
園
寺
随
宜
朝
臣
の
墓

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
墓
の
主
で
あ
る
西
園

寺
随
宜
朝
臣
（
以
後
随
宜
さ
ん
）
は
、
時

の
左
大
臣
西
園
寺
実さ

ね

晴は
る

の
実
子
で
、
宮
仕

え
を
好
ま
ず
、
入
道
水
村
の
安
福
寺
を
仮

の
住
居
と
し
て
京
都
か
ら
移
り
住
み
、
こ

の
地
で
一
生
を
終
え
ま
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
後
も
地
域
か
ら
愛
さ
れ
、

夏
と
秋
に
は
祭
事
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、

月
に
１
回
は
区
民
総
出
で
清
掃
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
随
宜
さ
ん
は
痔
、
脳
病
、
そ
し
て
歯
の

神
様
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
、
墓
に
は
多
く

の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
歯
な
ど

に
不
調
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
参
拝
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　 駐車場 から10
分ほど歩きますが、
その間も散策でき
る道になっていま
す。地震後、地区
の皆で復興した社
殿。そして、舞い降
りた巨石にたくさ
んのパワーを感じ
てほしいです。

前瀬田区長

合
こう

志
し

通
みち

夫
お

さん
（大津町）

　昔は参拝時に豆
腐を奉納する風習
があり、子どもたち
はそれをこっそり
食べるのが楽しみ
でした。町の文化
財にも登録されて
おり、歴史を学ん
で訪問するのも面
白いですよ。

元古閑原区長

相
そう

馬
ま

武
たけ

治
はる

さん
（菊陽町）

菊池特産の菊芋やヤーコンの加工品が充実しています

ステビア米、七城のこめ、掛け干し米、匠米
など、食味ランキングやコンクールで高い
評価を受ける自慢の米が並びます。
菊池市隈府1273-1  ☎0968（25）5477

きくち観光物産館

現在、物産館のみ営業。11月上旬にリニューアルオープンを予定

杉並木公園北側に位置し、新鮮な野菜を販
売しています。改装工事で温泉とレストラ
ンは現在休業中です。
菊池郡菊陽町原水5389  ☎096（232）8690

さんふれあ

新鮮な野菜や、合志ブランド認証品が勢ぞろい

市内の新鮮な野菜と合志市ブランド認証
品、海産物やあか牛など県内のうまかもん
が大集合しています。

イチゴやスイ
カなど季節の
果物や野菜

菊池産米、タ
ケノコ、ワラビ
など春の山菜

合志市野々島2438-1  ☎096（342）5554

クラッシーノマルシェ

レストランの
あか牛丼

春にんじん
４本120円～

県内のお土産品を集めた物産館や休日の店外では焼きいもなども

通称ミルクロード入り口に位置する道の駅。
大津町特産の「からいも」を使ったお土産
品やお菓子なども販売しています。
菊池郡大津町引水759  ☎096（294）1600

道の駅 大津

　パワースポットを巡ったら、スマートフォンアプリ「Instagram
（インスタグラム）」を使って菊池地域の元気を世界に発信し
ましょう。発信した人の中から抽選で５人に「“菊池地域の元気”
詰め合わせセット」をプレゼントします。
■応募方法
① 特集で取り上げた菊池地域のパワースポット２カ所以上を

スマートフォンやカメラなどで撮影します。

② Instagramで①の写真を選び、「# 菊池地域パワスポ」と
本文中に入力して公開投稿してください。

■応募締切　５月７日㈪
※当選者にはInstagramのメッセージ機能で連絡します。
■問い合わせ先
　市長公室広報交流係　☎0968(25)7252

元気を発信してプレゼントに応募しよう

国道57号

●あけぼの団地

至
熊本市

●
菊池広域連合
南消防署

至阿蘇市熊本セントラル病院●

●昭和園

マンクス工房
　　●●

菅原神社西園神社

国
道
３
２
５
号

なみかわ小児科 ●

道
の
駅
大
津
●

国道57号

ミルクロード

阿蘇大津　　
ゴルフクラブ●

瀬田人の会直売所

至阿蘇市

至西原村
※水車が目印の駐車場から集落を通り東へ徒歩10分

瀬田神宮

P 　●
白川幼稚園

至
菊
陽
町
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菊池渓谷 再開

平
地
に
田
を
拓ひ
ら
く（
条
里
跡
、鞠
智
城
跡
）

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

❽

菊池川 日本遺産 検索
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国
）や
新し

ら

羅ぎ

（
朝
鮮
）か
ら
の
攻

撃
に
備
え
て
築
か
れ
た
古
代
山
城

の
跡
で
す
。
山
鹿
市
と
菊
池
市
の

境
と
な
る
米よ

な

原ば
る

台
地
上
に
あ
り
、

現
在
約
65
㌶
が
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
城
門
や
建
物
の
跡
、
貯
水
池

の
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
稲
を
納
め
た
こ
と
を
示
す
木も

っ

簡か
ん

や
、
百く

済だ
ら

と
の
関
連
を
示
す
仏

像
や
瓦
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
城
の
周
り
は
谷
が
入
り
組
ん

だ
複
雑
な
地
形
で
す
が
、
西
側
の

平
地
に
は
上
内
田
川
流
域
条
里
跡

が
広
が
り
ま
す
。
米
が
得
や
す

く
、
守
り
や
す
い
土
地
で
あ
っ
た

た
め
こ
の
地
に
城
が
築
か
れ
た
の

で
し
ょ
う
。
現
在
一
帯
は
歴
史
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

支
流
で
あ
る
山
鹿
市
の
上
内
田
川

や
岩
野
川
沿
い
の
平
地
、
さ
ら
に

下
流
の
玉
名
平
野
の
菊
池
川
沿
い

の
平
地
が
条
里
跡
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
も
、
上
内
田
川
流
域
と

玉
名
平
野
に
は
、
条
里
制
当
時
の

区
画（
一
辺
約
１
０
９
㍍
の
区
画
）

が
そ
の
ま
ま
残
り
、
い
わ
ば
「
千

年
以
上
の
田
園
風
景
」が
続
い
て

い
る
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
条
里
制
に
よ
り
土

地
の
場
所
が
、
例
え
ば
「
四
条

五
里
九
坪
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
で
も
、
山
鹿

市
鹿
本
町
や
鹿
央
町
な
ど
に
は

「
三さ

ん

十じ
ゅ
う

六ろ
く

」な
ど
と
い
う
数
字
の

地
名
が
あ
り
、
条
里
制
か
ら
の
呼

び
方
が
残
っ
て
い
ま
す
。

鞠
智
城
跡

　
鞠
智
城
跡
は
東
ア
ジ
ア
情
勢
が

緊
迫
し
た
７
世
紀
後
半
に
、唐と

う（
中

条じ
ょ
う

里り

跡

　
７
世
紀
以
降
、
日
本
の
政
治
は

天
皇
中
心
の
仕
組
み
と
な
り
ま

す
。
当
時
の
政
府
は
、
国
中
の
土

地
を
同
じ
広
さ
で
碁
盤
の
目
の
よ

う
な
正
方
形
に
区
分
け
し
ま
し

た
。
こ
の
土
地
区
画
法
を
条
里
制

と
い
い
ま
す
。
ま
ず
、
全
国
を
約

60
の
国
に
分
け
、
さ
ら
に
国
を
郡

に
分
け
ま
し
た
。
そ
し
て
郡
を
６

町
（
約
６
５
４
㍍
）
間
隔
で
縦
横

に
区
切
り
、縦（
南
北
）の
列
を
条
、

横
（
東
西
）の
列
を
里
と
し
ま
し

た
。そ
の
一
区
画
を「
里
」と
呼
び
、

そ
れ
を
さ
ら
に
一
辺
が
１
町
（
約

１
０
９
㍍
）の
36
の
正
方
形
に
区

切
り
、そ
れ
を「
坪
」と
し
ま
し
た
。

　
菊
池
川
流
域
の
平
地
部
分
も
同

様
に
条
里
制
で
区
分
け
さ
れ
ま
し

た
。
県
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
菊
池
市
と
山
鹿
市
の
菊
池

川
本
流
沿
い
の
平
地
、
ま
た
そ
の

条
里
跡（
玉
名
市
）

鞠
智
城
跡

遺跡位置図

九
州
新
幹
線

九州自動車道

鹿児島本線

竜門ダム

③

②
①

②
菊池川

菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

387

387

325

325

3

1

③

①

①鞠智城跡　
②条里跡（上内田川流域）
③条里跡（玉名平野）熊本地震で大きな被害を受け

立ち入り禁止となっていた菊池渓谷。
約２年ぶりに山開きを迎えました

広河原では大規模な崩落が発生

平成28年６月

立ち入り禁止期間中、歩道や柵の設置などの工事を進めてきました

平成29年２月

　全国から届く応援に励まされ、
会員と一緒に再開を迎えることが
でき一安心しています。落石や工
事で景色が変わった場所もありま
すが、それも菊池渓谷の長い歴史
の１つ。やが て木やコケも生え、
元の姿に戻るでしょう。地震を乗
り越えた今の菊池渓谷を見て、自
然の力を感じてほしいですね。

「今」の菊池渓谷を見てほしい

東
ひがし　よう　こ

曜子さん
（栄町）

　大好きな菊池渓谷にまた会える。
写真を撮らせてもらえる。そう思っ
たらうれしくてドキドキしました。
時は春。新しい命が水辺にあふれ、
やわらかな光が木々を包んでいる
ころでしょうか。
　２年ぶりの森に思いをはせると、
それだけでおいしい空気が胸いっ
ぱいに広がってきました。

菊池渓谷・再開への思い

待ちに待った再開にドキドキ

菊池渓谷を美しくする
保護管理協議会
渓谷管理責任者

小
お

川
がわ

博
ひろ

哉
や

さん
（下出田）

　
市
民
に
と
っ
て
癒
や
し
の
場
所

で
あ
り
、
本
市
の
大
切
な
観
光
資

源
で
あ
る
菊
池
渓
谷
。
再
開
ま
で

に
は
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
と
温

か
い
励
ま
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
直
後
、
渓
流
の
水
は

茶
色
く
濁
り
、
渓
谷
内
や
渓
谷
の

前
を
通
る
県
道
45
号
線
で
は
大
規

模
な
崩
落
・
落
石
が
発
生
。
復
旧

ま
で
に
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
を
要

す
る
の
か
目
処
が
立
た
な
い
状
況

で
し
た
。
し
か
し
、
森
林
管
理
署

や
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

の
協
力
を
受
け
、
地
震
か
ら
約
半

年
後
に
復
旧
工
事
に
着
手
。
工
事

が
進
む
中
、
全
国
各
地
か
ら
再
開

を
待
ち
わ
び
る
励
ま
し
の
声
が
届

き
、
菊
池
渓
谷
復
興
寄
付
金
に
は

約
１
０
０
件
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
厳
し
い
寒
さ
で

閉
山
と
な
る
冬
も
、
一
日
も
早
い

再
開
の
た
め
工
事
を
継
続
。
３
月

23
日
に
は
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行

わ
れ
、
24
日
、
待
ち
に
待
っ
た
再

開
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
間
も
な
く
渓
谷
は
、
木
々
が
芽

吹
く
新
緑
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。

災
害
を
乗
り
越
え
美
し
く
復
活
し

た
渓
谷
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成29年５月
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全
国
か
ら
３
５
１
点
の
応
募

が
あ
り
、
菊
池
川
流
域
日
本
遺

産
協
議
会
で
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
作
者
は
菊
池
市
在

住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
緒お

方が
た

徹と
お
る

さ
ん

（
54
）で
す
。
緒
方
さ
ん
は
「
流

域
の
『
ス
ト
ー
リ
ー
』に
焦
点

を
当
て
、
川
と
時
間
の
流
れ
を

絵
巻
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
日

本
昔
話
風
に
表
現
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
要
素
が
こ
の
流
域

に
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
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第
10
回
菊
池
ふ
る
さ
と
か
る
た
大
会

　
今
回
で
第
10
回
と
な
っ
た
菊
池
ふ
る

さ
と
か
る
た
大
会
を
、
12
月
2
日
に
菊

池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。
開
催
当
初
か
ら
か
る
た
大
会
に

携
わ
っ
て
き
た
副
会
長
の
江え

藤と
う

継け
い

喜き

さ

ん
に
、
こ
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

「
か
る
た
大
会
の
思
い
出
」

　
　
　
　
　
　
　
副
会
長　
江
藤
継
喜

　
こ
の
か
る
た
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ふ

る
さ
と
菊
池
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
の
下
、
平
成
19
年
に
青
少

年
育
成
推
進
員
が
作
成
し
た
も
の
で

す
。
か
る
た
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
平
成
21
年
1
月
に
第
1
回
か
る
た

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
菊
池
の
全
小

学
校
に
呼
び
か
け
、
参
加
態
勢
や
チ
ー

ム
編
成
に
も
苦
慮
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
の
応
援
は
す
さ
ま
じ
く
、

1
枚
毎
に
歓
声
と
た
め
息
が
入
り
乱
れ

ま
し
た
。
選
手
は
お
手
つ
き
で
落
ち
込

ん
だ
り
、試
合
に
負
け
て
号
泣
し
た
り
。

審
判
も
不
慣
れ
で
判
定
に
迷
い
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
で
決
め
た
り
す
る
所
も
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
10
年
間
で
、
ル
ー
ル
の
改
正
、

問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.45

会
場
選
び
、
審
判
講
習
な
ど
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
大
会
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に

あ
た
り
ま
し
た
。
か
る
た
制
作
・
大
会

に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て
、
こ
の
記
念

大
会
の
成
功
は
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

碧
厳
寺
（
七
城
・
亀
尾
）

　
碧
厳
寺
は
１
４
６
６
年
、
菊
池
氏
20

代
為た

め

邦く
に

公
が
、
現
在
の
七
城
町
前
川
に

隠
居
し
て
仏
門
に
入
り
、
開
山
し
ま
し

た
。室
町
風
の
心
字
形
の
池
が
作
ら
れ
、

そ
の
後
他
宗
の
僧
が
住
み
ま
し
た
が
、

加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

公
の
入
国
後
、
清せ

い

韓か
ん

が
住
職

と
な
り
ま
し
た
。
県
指
定
文
化
財
の
為

邦
公
画
像
が
清
韓
和
尚
の
手
書
き
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

第６回

へ
碧へ

き

厳が
ん

寺じ

  

心
を
う
つ
す

    

心し
ん

字じ

池い
け

かるた「へ」の心字池

高校生ボランティアも活躍

開会式
大会前の緊張感が伝わってきます

学校での練習の成果を発揮し、素早く絵札
を取ります

市内からたくさんの児童が参加

【
大
会
の
結
果
】

◆
低
学
年
の
部

　
優
勝　
泗
水
東
小
Ｂ

　
２
位　
七
城
小
Ａ

　
３
位　
隈
府
小
Ｂ

◆
高
学
年
の
部

　
優
勝　
花
房
小
Ａ

　
２
位　
七
城
小
Ｂ

　
３
位　
隈
府
小
Ａ

「
後
輩
へ
つ
な
ぐ
か
る
た
大
会
」

　
　
　
　
花
房
小
６
年　
奈な

田だ

桃も
も

佳か

　
私
た
ち
は
、
3
年
生
の
と
き
に
も
ふ

る
さ
と
か
る
た
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
は
大
会
に
向
け
て
、
6
年
生

同
士
で
勝
負
を
し
練
習
し
ま
し
た
。
当

日
は
と
て
も
緊
張
し
た
け
ど
、
3
人
で

励
ま
し
あ
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
も
在
校
生
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

「
か
る
た
で
ふ
る
さ
と
再
発
見
」

七
城
小
６
年　
野の

田だ

華か

凜り
ん

　
私
は
、
昼
休
み
に
校
長
室
や
教
室
で

友
達
と
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
た
。
朝

早
く
登
校
す
る
と
き
は
、
か
る
た
の
句

を
声
に
出
し
て
歩
く
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
2
年
連
続
で

準
優
勝
で
し
た
。「
大
に
ぎ
わ
い　
俵

つ
み
込
む　
高
島
船
着
場
」
は
、
私
の

住
む
地
域
の
こ
と
を
よ
ん
だ
句
だ
と
初

め
て
知
り
ま
し
た
。

「
力
を
く
れ
た
か
る
た
の
仲
間
」

泗
水
東
小
３
年　
森も

り　
結ゆ

い

菜な

　
私
は
ホ
ー
ル
に
着
い
た
と
き
、
き
ん

ち
ょ
う
し
す
ぎ
て
足
が
ガ
ク
ガ
ク
で
し

た
。で
も
、一
緒
に
た
た
か
う
メ
ン
バ
ー

に
会
っ
て
や
る
気
が
出
ま
し
た
。
本
番

で
は
、
頭
の
中
は
か
る
た
か
ら
目
を
は

な
さ
な
い
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

し
合
で
は
、
な
ん
と
、
ゆ
う
勝
し
ま
し

た
。
チ
ー
ム
に
と
て
も
感
し
ゃ
し
て
い

ま
す
。

　

12
月
9
日
・
10
日
の
２
日
間
、
本

市
で
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
委
員

５
８
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
日
頃

か
ら
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
、
健

康
増
進
に
取
り
組
む
委
員
た
ち
か
ら

は
、
熱
心
に
学
び
、
力
を
つ
け
て
地

域
に
生
か
そ
う
と
い
う
や
る
気
が
み

な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

エ
ン
ジ
ョ
イス
ポ
ー
ツ
問い合わせ先

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

No.38

「
講
師
と
し
て
参
加
し
て
」

　
講
演
会
で
は
、
小
学
校
部
活
動
の
社

会
体
育
以
降
に
向
け
て
の
活
動
を
発
表

す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
運
動
を
指
導
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
が
心
身
と
も
に
向
上
で
き
る
よ

う
携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
私
の
取

り
組
み
が
少
し
で
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
皆
さ
ん
の
糧
と
な
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

第
一
部
式
典

▼
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
の
表
彰
▼
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
関
係
表
彰
▼
全

国
・
永
年
表
彰

実行委員のメンバー

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会

スポーツ功労者表彰受賞
山
やま

本
もと

紗
さ

世
よ

【
研
修
会
の
内
容
】

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
開
催
市
で
活
動
す
る
団
体
と
し
て
、

泗
水
ｊ
ｒ
新
体
操
ク
ラ
ブ
が
ダ
ン
ス
と

新
体
操
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑

顔
と
リ
ボ
ン
や
フ
ラ
フ
ー
プ
な
ど
を

使
っ
た
華
麗
な
演
技
で
会
場
に
パ
ワ
ー

を
届
け
ま
し
た
。

交流会 泗水 Jr 新体操クラブドッジビー実技研修

スポーツ推進委員
坂田はるみ

講
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

子どもたちの声
講
演
会　
　

　

菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
・
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
各
地
で
教
室
を
開
き
子

ど
も
た
ち
を
指
導
す
る
坂さ

か
田た

は
る
み
氏

を
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
坂
田
さ
ん

は
「
小
学
校
部
活
動
、
社
会
体
育
移
行

に
伴
う
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、活
動
を
通
し
て
の
体
験
、

子
ど
も
た
ち
の
運
動
能
力
の
問
題
点
や

改
善
策
を
紹
介
。
参
加
者
は
真
剣
な
表

情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

実
践
報
告

　
「
地
域
実
践
か
ら
学
ぶ
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
姿
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
市

町
村
の
代
表
が
地
域
で
の
取
り
組
み
を

報
告
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
盛
ん

に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
有
意
義
な
意
見

交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

情
報
交
換
会

　
各
テ
ー
ブ
ル
の
卓
名
に
菊
池
一
族
の

武
将
の
名
前
を
つ
け
、
南
北
朝
時
代
に

活
躍
し
た
菊
池
一
族
を
紹
介
。「
食
べ

残
し
ゼ
ロ
運
動
」
も
紹
介
し
、
豊
か
な

農
林
畜
産
物
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

実
技
研
修

　
2
日
目
は
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
の
実
技
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
実
際
に
試
合
を
行
い

な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
際
の
ポ
イ

ン
ト
、
想
定
さ
れ
る
ケ
ガ
の
場
面
な
ど

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
寒
い

体
育
館
の
中
で
し
た
が
、
ど
の
チ
ー
ム

も
熱
が
入
り
、
汗
を
流
し
な
が
ら
の
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
た
め
に
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
」

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
こ

こ
ま
で
で
き
た
の
も
、
地
域
の
人
に
支

え
ら
れ
、
諸
先
輩
の
ご
支
援
・
ご
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。こ
れ
を
励
み
に
、

引
き
続
き
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発

展
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

表
彰
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地
域
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
何
を
し
て
い
る
の
？

Ａ　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
の
学
年

　
　
行
事
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
な
ど

　
　
に
出
向
き
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
大
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
体

　
　
験
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
い
く
ら
か
か
る
の
？

Ａ　
道
具
貸
与
、
委
員
出
張
す
べ
て
無

　
　
料
で
す
。（
道
具
の
準
備
・
借
用

　
　
は
申
請
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

問
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４
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▼第 1 号被保険者（自営業者、学生、フリーター、無職の人など）

状　況 種　別 加入の届け出

就職したとき 「第 1 号」から「第 2 号」へ変更 勤務先の事業所で届け出をします。

配偶者（第 2 号被保険者）に扶養される
ようになったとき　 「第 1 号」から「第 3 号」へ変更 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま

す。

ねんきんは、人生の節目ごとに
届け出が必要です！

　国民年金は誰もが加入する制度です。日本に住んでい
る 20 歳以上 60 歳未満の全ての人が国民年金に加入す
ることになります。加入者は、職業などによって３つのグ

ループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なりま
す。就職、退職、結婚などによって加入者の国民年金の
種別が変わることがあります。必ず届け出をしましょう。

国 民 年 金 情 報国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　健康推進課保険年金係　☎0968（25）7218 、各支所市民生活課

１年・２年前納の口座振替日は５月１日㈫です
　残高不足で口座から引き落としができなかった場合は、
割引がなくなります（毎月の口座振替に切り変わります）。
特に、初めて口座振替で１年前納や２年前納を申し込んだ

人は、１年・２年前納の保険料に加えて３月分の保険料
（16,490 円）が同時に引き落とされますので、残高不足
にご注意ください。

▼第 2 号被保険者（会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入している人）

状　況 種　別 加入の届け出

退職したとき 「第 2 号」から「第 1 号」へ変更 健康推進課または各支所市民生活課の国民
年金担当窓口で届け出をします。

退職して配偶者（第 2 号被保険者）に扶
養されるようになったとき 「第 2 号」から「第 3 号」へ変更 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま

す。

▼第 3 号被保険者（第 2 号被保険者に扶養されている配偶者）

状　況 種　別 加入の届け出

就職したとき 「第 3 号」から「第 2 号」へ変更 勤務先の事業所で届け出をします。

配偶者が退職したとき
配偶者に扶養されなくなったとき 「第 3 号」から「第 1 号」へ変更 健康推進課または各支所市民生活課の国民

年金担当窓口で届け出をします。

配偶者が勤務先を変わったとき 「第 3 号」から「第 3 号」 配偶者の勤務先の事業所で届け出をしま
す。

※この届けは年金のみの手続きです。保険を伴う場合はこの限りではありません。
※ 第 1 号被保険者の人で、保険料を納めることが経済的に困難な場合などには、保険料の納付が免除または猶予される制度があります。

詳しくは熊本西年金事務所☎ 096(353)0142 自動音声案内「２」、健康推進課または各支所市民生活課にお問い合わせください。

民間 行政
多様化する市民ニーズや

課題解決のために市内で活動する
皆さんからアイデアを募集します

提案募集

【 問い合わせ先】
企画振興課地域振興係　☎0968（25）7250

市民提案型協働事業
未来のためのアイデアをカタチに！

Citizen proposal collaboration business

❶市民提案型
　　テーマは自由。公共・公益性が高く、先駆的で他の見本となる事業

❷行政提案型
　 １. 森の中のまちづくり　2. 桜の里づくり　3.ホタルの里づくりに関する事業

●応募要件
　主に市内で活動する団体（ＮＰＯ、ボランティア団体、
地縁団体、企業など）で、次の要件を全て満たす団体
です。複数の団体による共同提案も可能です。
・10人以上で構成する団体。
・�団体運営に関する規約などがあり、適正な会計処理
が行われていること。
・�営利、宗教、政治活動を目的とした団体でないこと。
ただし、民間企業が社会貢献活動として応募する場
合は除く。

●補助金
　１事業につき30万円以内で補助します（予算の範
囲内）。事業経費のうち、事業実施に直接必要な経費
（材料費、印刷費、講師謝礼など）が対象です。
募集期限　5月31日㈭
応募方法　提案書などの様式や要綱は企画振興課で
受け取るかホームページからダウンロードし、必要書
類を添えて企画振興課へ郵送するかお持ちください。

●地域づくりを推進する団体への補助制度
　市民の皆さんが自ら考え実践する地域づくりに対し
て経費の一部を補助します。

募集する事業の内容

菊池の未来のために
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乳
が
ん
は
年
々
増
加

　

年
間
約
7
～
8
万
人
の
女
性
が
乳

が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
人
女
性
の
生
涯
発
症
率

は
11
人
に
1
人
と
推
定
さ
れ
、
女
性

の
が
ん
の
中
で
第
１
位
で
す
。

　

年
齢
が
高
く
な
る
と
増
え
る
胃
が

ん
や
大
腸
が
ん
と
異
な
り
、
30
代
か

ら
増
加
し
40
歳
代
後
半
か
ら
50
歳
前

半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
女
性
の

30
歳
か
ら
64
歳
で
は
乳
が
ん
が
死
亡

原
因
の
ト
ッ
プ
で
す
。

乳
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　
「
乳
腺
」
に
で
き
る
悪
性
腫
瘍
で

す
。
治
療
法
も
進
み
、
早
期
に
見
つ

け
て
適
切
に
治
療
す
れ
ば
9
割
以
上

の
ケ
ー
ス
で
治
り
ま
す
。
他
の
が
ん

に
比
べ
5
年
生
存
率
が
高
い
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
の
主
な
症
状

●
乳
房
の
し
こ
り

　

乳
が
ん
が
進
行
す
る
と
腫
瘍
が
大

き
く
な
る
た
め
、
注
意
深
く
触
る
と

し
こ
り
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
乳
房
の
皮
膚
の
変
化

　

乳
が
ん
が
乳
房
の
皮
膚
の
近
く
に

達
す
る
と
、
エ
ク
ボ
の
よ
う
な
ひ
き

つ
れ
が
で
き
た
り
、
乳
頭
や
乳
輪
部

分
に
湿
疹
や
た
だ
れ
が
で
き
た
り
し

ま
す
。
と
き
に
は
オ
レ
ン
ジ
の
皮
の

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

　

市
で
は
20
歳
以
上
の
人
は
乳
が
ん

超
音
波
検
査
、
40
歳
以
上
の
人
は
超

音
波
検
査
か
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

を
選
べ
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
は
、
複
合
検
診
か
個
別

検
診
を
選
べ
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
の
個
別
検
診
は
、
指

定
医
療
機
関
に
て
問
診
・
視
触
診
を

行
い
、
後
日
、
菊
池
市
郡
市
医
師
会

立
病
院
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を

行
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
菊
池
郡
市

医
師
会
立
病
院
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

機
が
導
入
さ
れ
多
く
の
人
が
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

申
込
方
法　

５
月
上
旬
に
全
世
帯
へ

健
診
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
23
日
㈬

【
複
合
健
診
】
7
月
上
旬
に
申
込
者

に
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

対
象　

市
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

実
施
期
間

　

8
月
1
日
㈬
～
12
日
㈰

　

9
月
1
日
㈯
～
9
日
㈰

実
施
場
所　

菊
池
養
生
園

【
個
別
検
診
】
6
月
下
旬
に
申
込
者

へ
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

対
象　

市
在
住
の
40
歳
以
上
の
女
性

実
施
期
間　

6
月
1
日
㈮
～
平
成
31

年
1
月
31
日
㈭

実
施
場
所　

指
定
医
療
機
関
、
菊
池

郡
市
医
師
会
立
病
院

平
成
30
年
度
乳
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン

４
月
か
ら
乳
が
ん
個
別
検
診

が
変
わ
り
ま
す

よ
う
に
皮
膚
が
む
く
ん
だ
よ
う
に
赤

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
乳
頭
の
先
か

ら
血
の
混
じ
っ
た
分
泌
液
が
で
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

乳
房
の
し
こ
り
、
痛
み
、
む
く
み

や
腫
れ
と
い
っ
た
症
状
は
乳
が
ん
以

外
の
病
気
で
も
起
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
医
療
機
関
で
詳
し
い
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

●
乳
房
周
辺
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ

　

乳
が
ん
は
、
乳
房
の
近
く
に
あ
る

脇
の
下
の
リ
ン
パ
節
（
腋
下
リ
ン
パ

節
）
や
胸
骨
の
そ
ば
に
あ
る
リ
ン
パ

節
（
内
胸
リ
ン
パ
節
）、
鎖
骨
上
の

リ
ン
パ
節
に
転
移
し
や
す
く
、
腋
下

リ
ン
パ
節
が
大
き
く
な
る
と
、
脇
の

下
な
ど
に
し
こ
り
が
で
き
た
り
、
リ

ン
パ
の
流
れ
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
腕
が
む
く

ん
だ
り
、
腕
に
向
か
う
神
経
を
圧
迫

し
て
腕
が
し
び
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
の
リ
ス
ク

　

乳
が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
は
誰
に

で
も
あ
り
ま
す
が
、
次
の
人
は
リ
ス

ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
主
な
リ
ス
ク
要
因
】

　

▼
40
歳
以
上
▼
初
潮
が
早
く
閉
経

が
遅
い
▼
初
産
が
30
歳
以
上
▼
出
産

経
験
が
な
い
▼
閉
経
後
の
肥
満
▼
家

族
（
祖
母
・
母
・
姉
妹
）
に
乳
が
ん

に
な
っ
た
人
が
い
る
▼
喫
煙
▼
乳
腺

疾
患
（
乳
腺
症
な
ど
）
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る

早
期
発
見
す
る
こ
と
が
重
要

　

早
期
発
見
で
、
適
切
な
治
療
を
す

れ
ば
良
好
な
経
過
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
乳
が
ん
検
診
で
見
つ
け
る

　

本
市
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
と
乳
房
超
音
波
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。
5
月

に
健
診
申
し
込
み
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
見
つ
け
る

　

普
段
か
ら
の
乳
房
の
状
態
を
確
認

し
て
い
れ
ば
、
小
さ
な
変
化
が
生
じ

た
と
き
に
気
づ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

閉
経
前
の
人
は
乳
房
が
柔
ら
か
く
な

る
月
経
終
了
後
1
週
間
～
10
日
の
間

に
、
閉
経
後
の
人
は
一
定
の
日
に
ち

を
決
め
て
毎
月
1
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】
▼
乳
房
の

変
形
や
左
右
差
▼
し
こ
り
▼
ひ
き
つ

れ
▼
エ
ク
ボ
の
よ
う
な
へ
こ
み
▼
た

だ
れ
▼
乳
頭
か
ら
出
血
や
異
常
な
分

泌
液

乳がんは女性にとって、とても身近な病気
です。皆さんの周りにも乳がんの治療を
受けた人や治療中の人もいると思います。
自分のために、大切な人のために、乳がん
について知ることが大切です。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

２
月
16
日
・
23
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）
※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

田た

中な
か　
凌り

ょ
う　
（
○菊  

北
宮
）

髙こ
う

山や
ま

す
ず
ら
ん
（
○菊  

中
央
通
）

岩い
わ

﨑さ
き

椎し
い

成な　
（
○菊  

片
角
）

江え

原ば
ら

千ち

晃あ
き　
（
○菊  

大
琳
寺
）

菊き
く

池ち

勇ゆ
う

我が　
（
○菊  

上
西
寺
）

松ま
つ

村む
ら

星せ

那な　
（
○菊  

北
原
）

葛く
ず

原は
ら

千ち

翠あ
き　
（
○菊  

市
野
瀬
）

髙た
か

野の

恵あ

衣い　
（
○菊  

高
野
瀬
）

田た

久く

保ぼ

蓮れ
ん　
（
○菊　
北
宮
）

藤ふ
じ

本も
と

さ
く
ら
（
○菊  

野
間
口
）

平ひ
ら

野の

藍あ
い

資と　
（
○菊  

北
原
）

中な
か

原は
ら　
茉ま

ち　
（
○菊  

亘
）

村む
ら

上か
み

賢け
ん

祐す
け　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

門も
ん

田だ

茜あ
か

璃り　
（
○菊  

上
赤
星
）

長な
が

瀬せ

友ゆ
づ

槻き　
（
○菊  

野
間
口
）

松ま
つ

山や
ま

明あ

未み　
（
○菊  

花
房
台
）

橋は
し

本も
と

大や
ま

和と　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

右み
ぎ

田た　
陽は

る　
（
○泗  

田
島
団
地
）

佐さ

藤と
う

奈な

央お　
（
○泗  

桜
山
四
）

石い
し

原は
ら

彩い
ろ

葉は　
（
○泗  

桜
山
二
）

村む
ら

山や
ま

那な

緒お　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

大お
お

村む
ら

明あ
か

里り　
（
○泗  

永
）

山や
ま

田だ

奏そ
う

太た　
（
○泗  

桜
山
三
）

加か

藤と
う

望の
の

華か　
（
○泗  

富
の
原
東
）

恒つ
ね

吉よ
し

一は
じ

夢め　
（
○泗  

北
原
団
地
）

石い
し

渕ぶ
ち

暁あ
き

大ひ
ろ　
（
○七  

上
水
次
）

園そ
の

田だ

陸り
く

人と　
（
○七  

蟹
穴
）

本ほ
ん

田だ

希の
ぞ
み望　
（
○七  

七
城
田
中
）

古ふ
る
さ
わ

侑ゆ
う

吾ご　
（
○七  

西
郷
従
業
員
住
宅
）

斉さ
い

藤と
う

琉り
ゅ
う

河が　
（
○旭  

九
の
峰
）

東ひ
が
し　
茉ま

琴こ　
（
○旭  

妻
越
）

村む
ら

上か
み

結ゆ
い

香か　
（
○旭  

川
上
）

水み
ず

上か
み

智ち

捺な
つ　
（
○旭  

姫
井
）

❶�

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き

❷�

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸�

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■本市の集団検診における乳がん検診の状況と
　がん発見者数

  
平成27年度 平成28年度

受診者数 がん
発見者数 受診者数 がん

発見者数
マンモグラフィ

検査 1,607 3 1,413 2

乳房超音波
検査 1,702 2 1,823 3

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

【
チ
ェ
ッ
ク
方
法
】

 

入
浴
前　

 

鏡
の
前
で
両
腕
を
上
げ

た
姿
勢
や
下
げ
た
姿
勢
で
乳
房
や
乳

頭
を
観
察
し
ま
す
。

 

入
浴
中　

 

バ
ス
ル
ー
ム
で
皮
膚
の

凸
凹
が
よ
く
分
か
る
よ
う
、
手
に
石

鹸
を
つ
け
て
滑
り
や
す
く
し
、
乳
房

に
し
こ
り
が
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

ま
た
、
脇
の
下
の
リ
ン
パ
節
に
腫
れ

が
な
い
か
も
確
認
し
ま
す
。

 

就
寝
前　

 

仰
向
け
に
な
り
、
外
側

か
ら
内
側
へ
指
の
腹
を
滑
ら
せ
、
し

こ
り
が
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

　

乳
が
ん
の
70
％
以
上
は
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
並
行
し

て
、
年
に
1
回
は
乳
が
ん
検
診
を
受

け
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

※
４
月
１
日
時
点

▼ 

40
歳
（
昭
和
52
年
4
月
2
日
～
昭

和 

53
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

▼ 

45
歳
（
昭
和
47
年
4
月
2
日
～
昭

和
48
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

▼ 

50
歳
（
昭
和
42
年
4
月
2
日
～
昭

和 

43
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

▼ 

60
歳
（
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭

和
38
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

▼ 

65
歳
（
昭
和
32
年
4
月
2
日
～
昭

和 

33
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

そ
の
他　

▼
本
年
度
か
ら
平
成
35
年

度
ま
で
の
5
年
間
は
乳
が
ん
検
診
の

強
化
期
間
と
し
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
の

対
象
者
を
広
げ
多
く
の
人
が
受
診
で

き
る
態
勢
を
と
り
ま
す
。
菊
池
郡
市

医
師
会
立
病
院
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

の
撮
影
は
、
女
性
技
師
が
行
い
ま

す
。
▼
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
に

は
、
5
月
下
旬
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
届
き
次
第
受
診
で

き
ま
す
。
▼
受
診
前
に
指
定
医
療
機

関
へ
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
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空
を
読
み
名な

　
ご残
り
の
湖う

み

に
春
の
鴨

こ
ぞ
り
立
つ
牡ぼ

う
　
た
ん丹
の
芽
の
勢き

お
い
か
な

雨
白
く
け
ぶ
り
て
匂
ふ
梅
二
月

山
笑
ふ
ひ
孫
の
こ
と
ば
舌し

た

た
ら
ず

春
残
し
里
山
い
ま
だ
動
か
ざ
る

中
路　
郁
子

川
口　
二
子

松
永　
久
子

田
中　
美
智

宮
本　
雅
子

万
句
の
里
俳
句
会  

２
月
句
会

日
向
ぼ
こ
淋
し
か
っ
た
と
言
ふ
イ
ン
コ

の
っ
ぺ
汁
隣
近
所
の
分
も
あ
り

逝
く
人
を
見
送
る
今
宵
滝
凍
る

着
ぶ
く
れ
て
暇
つ
ぶ
し
な
り
パ
ズ
ル
解
く

帰
省
子
に
女
正
月
小
豆
が
ゆ

芹
川　
蓉
子

中
尾
ヨ
シ
コ

稗
田　
達
恵

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
２
月
詠
草

も
う
買
わ
ん　
そ
し
て
行
き
よ
る
展
示
会

も
う
買
わ
ん　
独
り
暮
ら
し
で
食
い
き
ら
ん

目
汁
鼻
汁　
今
の
子
ど
も
は
鼻
た
れ
ん

空
っ
ぽ
す　
歳
の
暮
れ
か
る
お
ら
っ
さ
ん

目
汁
鼻
汁　
化
粧
ど
こ
っ
じ
ゃ
な
か
寒
さ

宮
上　
美
由

柏
原　
乗
仏

御
手
洗
三
代

井
手　
水
光

山
隈　
好
茶

肥
後
狂
句
水
笑
会  

２
月
例
会

誘
わ
れ
て
嬉
し
き
百
才
体
操
に
心
身
鞭
打
ち
入
会
決
め
り

球
根
の
根
の
向
き
確
か
め
植
え
し
庭
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
同
じ
顔
し
て
芽
が
出
づ

葡
萄
酒
の
甘
さ
に
騙
さ
れ
ほ
ろ
酔
い
ぬ
帰
る
家
路
を
足
が
ふ
ら
つ
く

四
季
問
わ
ず
川
に
棲
み
つ
く
鳰

か
い
つ
ぶ
り水
面
を
疾
る
飛
沫
き
ら
め
く

小
雪
舞
う
一
日
を
炬
燵
に
捉
わ
れ
る
我
は
テ
レ
ビ
を
捕
ら
え
離
さ
ず

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

七
城
短
歌
会  

２
月
詠
草

羽
生
選
手
の
ジ
ャ
ン
プ
の
度
に
息
を
つ
め
成
功
祈
る
世
界
も
我
も

金
メ
ダ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
ら
の
言
の
葉
は
我
の
心
を
深
く
揺
さ
ぶ
る

風
待
草
ふ
く
ら
み
初
め
て
香
り
立
つ
式
に
奏
で
る
孫ま

娘ご

の
ソ
ナ
チ
ネ

鏡
見
て
ル
ー
ジ
ュ
を
ひ
い
て
髪
ま
と
め
四
十
路
の
道
を
ヒ
ー
ル
で
歩
く

昭
和
も
平
成
さ
え
も
遠
く
な
る
七
十
歳
の
再
読「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」

林　
　
淑
子

岩
本
サ
ヨ
子

桑
野　
睦
子

潤
井　
梨
江

前
原　
ゆ
み

「
里
」
短
歌
会  

２
月
詠
草

ウ
イ
ー
ン
か
ら
今
年
も
ニュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
中
継
嬉
し
心
充
ち
来
る

粉
雪
に
続
き
つ
ぶ
雪
ぼ
た
ん
雪
競
い
舞
い
舞
う
風
に
煽
ら
れ

枯
菊
を
焚
き
し
残
り
香
漂
ひ
て
寒
の
庭
辺
の
安
ら
ぎ
に
入
る

小
雪
舞
ふ
墓
参
の
一ひ

と

日ひ

を
帰
り
来
て
汁
粉
一
杯
熱
き
を
啜
る

師
走
か
ら
四
Ｋ
八
Ｋ
楽
し
み
て
寒
さ
乗
り
越
え
元
気
に
生
き
む

堤　
よ
し
み

岩
根　
博
恵

中
川　
愛
子

山
城　
雅
子

安
東　
綾
子

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

２
月
歌
会

庭
隅
に
大
き
モ
グ
ラ
の
死
体
あ
り
腹
部
露あ

ら

は
に
死
に
服
し
た
り

手
の
平
に
豆
腐
一
丁
つ
ん
と
乗
せ
水
の
匂
ひ
の
さ
び
し
さ
を
切
る

羚れ
い

羊よ
う

の
ご
と
く
静
か
に
立
つ
と
き
に
足
も
と
に
見
つ
冬
の
野
す
み
れ

卒
業
の
歌
の
流
る
る
学
び
舎
の
裏
の
水
仙
香
を
放
ち
立
つ

金
メ
ダ
ル
取
る
と
う
重
責
ゆ
る
む
と
き
少
女
は
涙
を
ス
キ
ー
に
か
く
す

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

渕
上　
修
次

安
藤　
則
子

菊
池
短
歌
会  

３
月
詠
草

寒
風
や
バ
ス
を
待
つ
間
の
二
十
分

待
春
の
机
上
に
増
ゆ
る
通
販
誌

冬
季
五
輪
命
の
技
に
涙
か
な

ね
ん
ね
こ
に
母
の
匂
ひ
や
風
呂
上
が
り

寒
き
夜
や
認
知
の
恐
れ
垣か

い

間ま

見み

し

寺
本　
和
子

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

藤
本　
邦
治

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

２
月
例
会

読み聞かせに！おすすめ絵本

お知らせ

イベント情報

みんなでんしゃ
薫
くん

くみこ／作　かとうようこ／絵
（ひさかたチャイルド）
「もりのひろば」えきは、もりのてつど
うの終点です。次のでんしゃがやっ
てくるまで駅長さんは一休み。とこ
ろが、次々とへんなでんしゃがやって
きて…。（所蔵館：中央、泗水、七城）

　５月から図書館の開館時間・休館日が変わります。中
央図書館以外の３館は、半年間の試験期間として日曜日
も開館します。

公民館活用法①

『まなぶ』
　公民館では、みなさんがいつでも気軽に学ぶことがで
きるよう取り組んでいます。各公民館での主催講座のほ
か、公民館を利用してさまざまな自主サークルも活動し
ています。「なにかチャレンジしたい」「新しい趣味を見つ
けて学んでみたい」と思ったときは、まずお近くの公民館
にお問い合わせください。

　公民館は大きく分けて「まなぶ」「つかう」「つながる」の
３つの活用法があります。今回はそのうちの1つ「まなぶ」
について紹介します。

　桂
かつら

藤
とう

兵
べ

衛
え

さんと宝
たから

井
い

琴
きん

調
ちょう

さん（熊本出身）をお招きして、
落語講談を開催します。座布団を持ってお越しください。

落語講談 伝統話芸を聴く会

私の公民館デビュー action!

主催講座を受講するには？

サークルに入るには？

【中央図書館】

【全　　　館】

泗水・七城
旭志図書館

火曜日～金曜日 ▶ 午前9時～午後7時
土・日曜日、祝日 ▶ 午前9時～午後5時

月曜日、年末年始、特別整理期間

火曜日～金曜日 ▶ 午前10時～午後６時
土・日曜日、祝日 ▶ 午前10時～午後5時

菊池市生涯学習センターホームページ
http://www.library-kikuchi.jp
[問い合わせ先] 中央図書館 ☎0968（25）1111  中央公民館 ☎09688（25）1672

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

４月1４日㈯ 午後１時30分 開演
（午後1時 開場）

と  き

100人（当日先着順）定  員
無 料参加費

生涯学習センター“KiCROSS”
大研修室（2階）

ところ

開館時間

休館日
「平成30年度生涯学習講座のご案内」の中で紹
介している「文化協会・自主サークル」をチェック。

今月号の広報と一緒に配布している「平成30年
度生涯学習講座のご案内」をチェック。

Step1

Step1

申し込み期限までに希望の講座に申し込む。Step2

入りたいサークルなどの代表者に電話し、内容を
確認する。

Step2

いざ、講座に参加！Step3

いざ、サークル活動！Step3

図 書 館 公 民 館
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問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

◆
廃
校
が
「
楽が
っ
校こ
う
」
に

　
平
成
12
年
に
廃
校
と
な
っ
た
菊
池
東

中
学
校
は
、
地
域
住
民
の
努
力
に
よ
っ

て
平
成
16
年
に
「
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水

源
交
流
館
」
へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
市
の
グ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
拠

点
施
設
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
珍
し
く
な
っ
た
木
造
の
校

舎
。
か
つ
て
の
教
室
は
研
修
室
や
和
室

に
、
剣
道
場
は
宿
泊
施
設
へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
室
だ
っ
た
場

所
は
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
姿
を
変
え
、
旬
の

地
元
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
里
山
な
ら
で
は
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
充
実
。
米
づ
く
り
を
行
う
農

業
体
験
や
団
子
な
ど
の
郷
土
料
理
づ
く

り
体
験
、
竹
細
工
な
ど
自
然
と
関
わ
る

体
験
も
楽
し
め
ま
す
。
中
で
も
夏
季
限

定
の
体
験
、
農
業
用
水
路
を
カ
ヤ
ッ
ク

で
下
る
「
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
人
気

で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

か
つ
て
の
学
び
舎
。
一
度
は
廃
校
と

な
っ
た
も
の
の
、
初
め
て
訪
れ
た
人
も

ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
「
楽が

っ

校こ
う

」

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
今
で
も
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

訪
問
買
取
に
注
意
し
ま
し
よ
う

　
自
宅
で
物
品
を
買
い
取
っ
て
も
ら
う

訪
問
買
取
（
購
入
）
で
は
、
業
者
は
突

然
訪
問
し
て
勧
誘
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
次
の
よ
う
な
被
害
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。

▼
女
性
が
電
話
（
訪
問
）
し
て
き
て
不

用
品
を
買
い
取
る
と
言
う
の
で
古
着
や

不
要
な
も
の
を
出
し
た
。
す
る
と
突
然

別
の
男
性
が
現
れ
て
、
時
計
や
指
輪
な

ど
も
あ
る
だ
ろ
う
と
強
い
口
調
で
言
わ

れ
、
怖
く
な
っ
て
出
す
と
安
い
値
段
で

買
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

▼
布
団
を
は
い
で
マ
ッ
ト
レ
ス
を
敷
か

れ
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
契
約
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
違
法
な
行
為
を
行
う

業
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
頭
に
お

き
、
突
然
の
訪
問
業
者
は
安
易
に
家
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

「
貴
金
属
は
な
い
か
」
な
ど
と
当
初
と

は
違
う
物
品
の
売
却
を
突
然
求
め
ら
れ

た
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ

う
。
契
約
後
8
日
間
以
内
な
ら
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
で
解
約
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

不
審
電
話
に
ご
用
心

　
高
齢
者
宅
に
消
防
署
員
を
名
乗
る
男

か
ら
、
地
震
や
災
害
対
策
の
た
め
と

い
っ
て
家
族
構
成
な
ど
の
個
人
情
報
を

聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審
電
話
が
か

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
家
族
構
成
を
聞

き
、
一
人
暮
ら
し
か
ど
う
か
を
聞
き
出

す
手
口
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
悪
質
業
者
に
わ
た
っ
た
個
人
情
報
は

悪
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
話
口
な
ど
で
安
易
に
受
け
答
え
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不
審
に
思
っ

た
場
合
は
、
消
防
署
に
確
認
す
る
か
、

警
察
ま
た
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

151

【
作
文
の
部
】

あ
だ
名
を
通
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
す

隈
府
小
６
年　
笹さ

さ
本も
と
高た
か
翔と

　
ぼ
く
は
、
学
校
で
の
人
権
学
習
を
通

し
て
、
自
分
の
発
言
や
行
動
を
見
つ
め

直
し
ま
し
た
。

　
以
前
、
ぼ
く
は
、
友
達
に
い
や
な
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
友
達
に
軽
い

気
持
ち
で
あ
だ
名
を
使
っ
て
い
ま
し

た
。
最
初
は
、
ぼ
く
の
周
り
に
、
あ
る

人
の
名
前
に
お
も
し
ろ
い
言
葉
を
つ
け

て
呼
ん
で
い
る
人
が
い
ま
し
た
。
ぼ
く

も
、
そ
れ
を
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
、

い
つ
の
間
に
か
そ
の
あ
だ
名
を
使
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
お
も
し

ろ
が
っ
て
毎
日
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る

か
ら
、「
あ
だ
名
っ
て
便
利
で
、
お
も

し
ろ
い
な
」
と
ま
で
思
っ
て
い
る
自
分

が
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
相
手
の

気
持
ち
な
ん
て
何
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
、
あ
る
日
ぼ
く
が
本
を
読
ん

で
い
た
時
、
今
度
は
ぼ
く
を
あ
だ
名
で

呼
ぶ
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
何

も
言
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
か

ら
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
、
ぼ
く
は
あ
だ

名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
ぼ
く
の
あ
だ
名
で
周
り
が

笑
っ
て
盛
り
上
が
る
の
で
、「
あ
だ
名

で
呼
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
い
な
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
変
な
言

い
方
で
笑
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
だ

ん
だ
ん
と
気
持
ち
が
い
や
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
時
、
ぼ
く
は
初
め
て
、

あ
だ
名
で
呼
ぶ
人
は
、
何
も
相
手
の
こ

と
を
考
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
ぼ
く
は
、
自
分
を
あ
だ
名

で
呼
ぶ
人
に
、「
名
前
で
呼
ん
で
」
と

い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ぼ
く
も
簡
単
に
周
り
に
流
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
ぼ
く
よ
り
も
口
調
の
強
い
人

が
い
る
と
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
思
っ
て
い
る
事
や
し
た
い
事

が
で
き
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
困
っ
て

い
る
人
が
い
て
も
、「
大
丈
夫
？
」
と

言
い
た
い
の
に
、
助
け
た
ら
逆
に
自
分

が
い
じ
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。

第
12
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品

　
今
も
ま
だ
、
ぼ
く
を
あ
だ
名
で
呼
ぶ

人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
も
別
の

人
を
あ
だ
名
で
呼
ん
で
い
た
の
で
、
呼

ば
れ
て
い
た
人
の
気
持
ち
が
今
な
ら
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
自
分
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
学
級
や
学
校
全
体
に

い
じ
め
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
た
と
え
年
上
の
人
が
あ
だ
名

を
使
っ
て
い
て
も
、「
だ
め
な
事
は
だ

め
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
た
い
し
、

そ
の
た
め
に
も
、
ぼ
く
と
一
緒
に
立
ち

上
が
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
友
達
を
大
切

に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
残
り
の
小
学
校
生
活
は
長
く
は
な
い

け
れ
ど
、友
達
を
大
切
に
す
る
た
め
に
、

だ
れ
か
に
ば
か
に
さ
れ
た
り
、
傷
つ
い

て
い
た
り
す
る
人
が
い
た
ら
、
寄
り

そ
っ
て
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
相
手

の
気
持
ち
を
理
解
し
、
そ
し
て
、
い
じ

め
を
な
く
せ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

【ポスターの部】
七城小５年　中

なか
川
がわ

夏
か

帆
ほ

嶋
屋
日
記
の
動
物

問
い
合
わ
せ
先

  

中
央
図
書
館

  

☎
０
９
６
８（
25
）１
１
１
１

2

　
隈
府
町
の
商
人
が
書
い
た
記
録
「
嶋

屋
日
記
」。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
動

物
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
し
ま
す
。

❶
蛙
の
け
ん
か
（
３
冊
目
「
年
々
鑑
」

よ
り
）

　
１
７
７
９
年
4
月
23
日
に
、
中
町
の

万よ
ろ
ず

屋や

吉き

良ら

衛え

門も
ん

の
田
に
「
蛙
数
十
万
」

が
集
ま
り
、
集
合
戦
を
行
っ
た
と
い
う

に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
話
で
す
。「
青

い
ろ
の
蛙
は
十
の
も
の
七
つ
集
り
、
し

ま
蛙
は
十
の
も
の
三
つ
故
、
青
い
ろ
の

蛙
に
お
ふ
て
は
不
勝
、方
々
に
散
乱
す
」

と
あ
り
、
し
ま
蛙
は
青
い
ろ
の
蛙
に
数

で
押
し
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

騒
動
は
か
な
り
の
評
判
に
な
り
、
郡
代

衆
ま
で
話
を
聞
き
に
く
る
程
だ
っ
た
と

い
う
続
報
が
付
け
足
さ
れ
て
い
ま
す
。

❷
ラ
ク
ダ
（
７
冊
目
「
年
々
鑑
」）

　
１
８
０
３
年
に
、
ア
メ
リ
カ
舟
主
ス

テ
ハ
ル
が
日
本
へ
連
れ
て
き
た
ラ
ク
ダ

は
、
長
さ
２
間
（
約
３・
６
㍍)

、
高

さ
九
尺
（
２・
７
㍍
）
で
し
た
。
オ
ラ

ン
ダ
砂
糖
を
6
俵
も
背
負
う
こ
と
が
で

き
る
と
、
フ
タ
コ
ブ
ラ
ク
ダ
の
絵
と
と

も
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ラ
ク

ダ
に
つ
い
て
の
記
録
は
、『
甲か

っ

子し

夜や

話わ

』

に
も
「
享
和
3
年
長
崎
沖
へ
渡
来
の
船

に
乗
っ
て
い
た
馬
」
と
し
て
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。
船
は
交
易
を
断
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
後
１
８
２
１
年
に
別
の
船

で
上
陸
し
た
ラ
ク
ダ
は
全
国
に
そ
の
姿

を
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

❸
ア
ザ
ラ
シ
（
７
冊
目
「
年
々
鑑
」）

　
１
８
２
２
年
11
月
17
日
、
二
丁
川
口

に
現
れ
た
あ
ざ
ら
し
の
絵
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
鼻
先
か
ら
尾
ま
で
が
三
尺
七

寸
（
約
１
０
９・
０
８
㌢
）
な
の
で
、

ア
ザ
ラ
シ
に
し
て
は
小
さ
め
で
し
ょ
う

か
。
二
丁
川
口
は
、
現
在
の
熊
本
市
南

区
の
緑
川
河
口
辺
り
の
た
め
、
有
明
海

か
ら
迷
い
込
ん
で
き
た
ア
ザ
ラ
シ
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
目
が
朱
で
入
っ

て
い
る
た
め
、
怪
物
の
よ
う
に
も
見
え

ま
す
が
、「
右
之
魚
あ
ざ
ら
し
と
い
ふ

評
判
有
り
」
と
あ
り
、
当
時
は
「
魚
」

と
い
う
認
識
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
他
に
も
、
日
記
の
中
に
は
、
生
味
村

に
生
ま
れ
大
切
に
育
て
ら
れ
た
白
牛

（
４
冊
目「
永
代
後
用
実
録
日
記
」）や
、

う
さ
ぎ
に
似
て
大
人
し
い
天
竺
の
ね
ず

み「
モ
ロ
モ
ル
ト
」（
８
冊
目「
見
聞
録
」）

な
ど
も
登
場
し
ま
す
。当
時
の
町
人
は
、

ど
の
よ
う
な
眼
差
し
で
動
物
た
ち
を
眺

め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

フタコブラクダの絵
「嶋屋日記」より

　
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155
　菊池夢美術館は、４月１日㈰～平成31年３月31日㈰ま
で、市民広場の再整備工事に伴い休館します。今後の予定
については、決まり次第広報紙でお知らせします。
　ご理解とご協力をお願いします。
　隣接するきくち観光物産館は営業しています。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）。

【まちかど資料館】
西郷どんと菊池一族　～そのルーツを辿る～
期　間：４月３日㈫～７月31日㈫
料　金：大人200円、小中学生100円
　西郷隆盛は、先祖が菊池一族といわれています。奄美大
島に流された時代、菊

きく

池
ち

源
げん

吾
ご

の家名を使い、そこで生まれ
た子どもに菊の字をつけました。企画展では菊池一族への
思いの深さを明らかにしていきます。

西郷隆盛の妻・愛
あい

加
か

奈
な

（左）と息子・菊
きく

次
じ

郎
ろう

【ギャラリー】
「絵手紙展～私たちの１年間の取り組み～」夢美会村川尚子
期　間：４月３日㈫～22日㈰
　「上手く描くより心を届ける」ことに重きを置いて交流
してきました。１年間の活動の集大成をご覧ください。
Bob写真展「生命」
期　間：４月24日㈫～５月６日㈰
　モノクロ6つ切りでいろんな「命」をテーマにした「絵」を撮っ
ています。ぜひご覧ください。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630
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お
知
ら
せ

菊
池
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
届
出
事
務
説
明
会

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

　
立
候
補
す
る
と
き
は
、
公
職
選
挙
法
に

規
定
さ
れ
た
各
種
の
届
け
出
書
類
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
選
挙
の
際
に
は
選
挙
運
動

に
関
す
る
収
支
報
告
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
立
候
補
予
定
者
、
総
括
主
宰
予
定

者
、
出
納
責
任
予
定
者
は
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

と　
き　
4
月
20
日
㈮　
午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
3
階
３
０
５
大
会
議
室

　
市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒

が
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
、
保
護
者
を
対
象
に
学
用

品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま

す
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
引

き
続
き
希
望
す
る
人
も
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　
在
籍
す
る
学
校
に
あ
る
申
請

書
に
記
入
し
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
認
定
さ
れ
た
場
合
、
申
請
日
の
翌
月

分
か
ら
援
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
新
入
生

に
限
り
、
４
月
末
ま
で
に
申
請
し
認
定
さ

れ
た
場
合
、
４
月
分
か
ら
援
助
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
学
務
係

　
☎（
25
）７
２
３
１

児
童
生
徒
の
就
学
費
用
を

援
助
し
ま
す

熊
本
地
震

復
興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク

　
熊
本
地
震
が
発
生
し
た
４
月
中
旬
の
約

２
週
間
を
「
復
興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
、

犠
牲
者
追
悼
式
や
く
ま
も
と
復
旧
・
復
興

有
識
者
会
議
を
は
じ
め
、
復
興
に
向
け
た

　

５
月
期
申
出
書
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
充
て
る

た
め
、
や
む
を
得
ず
農
振
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、

農
振
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
し
た
い
場

合
は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
申
出
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
内
容
や
書
類
に
不
備
な
ど
が
あ
る
場
合

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
４
月
16
日
㈪

問
●申
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

（
除
外
・
編
入
）
申
出
書
受
付

は
り
・
き
ゅ
う
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ

う
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
券
を
使

う
と
１
回
当
た
り
千
円
の
補
助
に
な
り
、

市
の
指
定
を
受
け
た
は
り
・
き
ゅ
う
院
で

利
用
で
き
ま
す
。
利
用
券
の
交
付
を
受
け

る
際
は
、
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　

一
世
帯
に
年
間
40
枚
を
交
付
し
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
20
枚
ま
で
追
加
交
付
で
き

ま
す
。

対　
象　
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

�

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
▼
国
民
健
康
保

険
証
▼
印
か
ん

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

　
一
人
に
年
間
30
枚
ま
で
交
付
し
ま
す
。

�

対　
象　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
完
納
者

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
▼
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
▼
印
か
ん

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
グ
の

助
成
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　
契
約
医
療
機
関
か
ら
1
泊
2
日
コ
ー
ス

ま
た
は
日
帰
り
の
コ
ー
ス
を
選
べ
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
特
定
健

診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

▼
本
体
額　

　
１
万
30
円
～
４
万
２
５
０
０
円

▼
第
２
子
加
算

４
月
か
ら

各
種
手
当
額
を
改
定
し
ま
す

　
4
月
6
日
㈮
か
ら
15
日
㈰
ま
で
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
相
手

に
対
す
る
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」

の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点　
▼
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安

全
な
通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通

事
故
防
止
▼
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶
▼
全
て
の
座
席
の
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

問
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

応
急
仮
設
住
宅
と
み
な
し
仮
設
住

宅
に
入
居
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
健
康
調
査
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
は

県
か
ら
直
接
調
査
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対　
象　
応
急
仮
設
住
宅
と
み
な
し
仮
設

住
宅
に
入
居
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

提
出
期
限　
４
月
20
日
㈮

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

　
５
０
２
０
円
～
１
万
40
円

▼
第
３
子
加
算

　
３
０
１
０
円
～
６
０
２
０
円

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

特
別
児
童
扶
養
手
当（
月
額
）

▼
１
級　
５
万
１
７
０
０
円

▼
２
級　
３
万
４
４
３
０
円

障
害
児
福
祉
手
当（
月
額
）

　
１
万
４
６
５
０
円

特
別
障
害
者
手
当（
月
額
）

　
２
万
６
９
４
０
円

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

　
個
人
で
設
置
・
管
理
し
て
い
た
合
併
浄

化
槽
を
市
に
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

寄
付
し
た
合
併
浄
化
槽
は
市
が
維
持
管
理

を
し
て
い
き
ま
す
。

対
象
地
域　
集
合
排
水
（
下
水
道
）
区
域

を
除
い
た
市
内
全
域

月
の
使
用
料
額
（
人
頭
制
）

▼
一
般
住
宅

・
基
本
料　
２
１
６
０
円
（
1
戸
１
月
）

・世
帯
員
割　
５
４
０
円
（
１
人
当
た
り
）

▼
集
会
所
・
公
民
館

個
人
が
管
理
す
る
合
併
浄
化
槽

の
寄
付
を
受
け
入
れ
ま
す

■本人が対応する部分
❶トイレ・台所・風呂場から浄化槽までと、浄化槽から放流
先までの維持管理 ❷寄付受入れ審査中に発見された浄
化槽不具合の修繕料（審査の結果による） ❸寄付可能通
知後の清掃費（審査の結果による） ❹機器交換・修繕費寄
付可能通知後の修繕費（審査の結果による）

・
基
本
料　
１
０
８
０
円
（
１
戸
１
月
）

自
己
負
担
と
な
る
費
用　
▼
駐
車
場
対
応

で
は
な
い
浄
化
槽
で
、
車
な
ど
の
乗
り
上

げ
に
よ
り
破
損
し
た
場
合
の
補
修
・
漏
水

修
繕
費
用
▼
使
用
水
量
の
過
多
や
不
適
正

な
使
用
に
よ
る
追
加
の
清
掃
費
用
▼
浄
化

槽
寄
付
採
納
決
定
後
、
無
断
で
改
造
し
た

り
上
部
に
構
造
物
を
つ
く
り
維
持
管
理
に

支
障
を
き
た
し
た
り
し
た
場
合
の
撤
去
・

原
状
復
旧
費
用�

受
け
入
れ
で
き
な
い
浄
化
槽　
▼
設
置
後

30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
▼
申
し
出

日
ま
で
の
過
去
1
年
間
に
維
持
管
理
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
な
い
も
の
▼
浄
化
槽
上

部
に
構
造
物
が
あ
る
も
の
▼
修
繕
で
対
応

で
き
な
い
故
障
を
し
て
い
る
も
の

そ
の
他　
全
て
の
申
請
書
類
が
そ
ろ
っ
て

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
書
は
年
1
回

行
わ
れ
る
清
掃
月
内
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
●申
下
水
道
課
工
務
係

　
☎（
25
）７
２
４
４

告
示
日　
5
月
13
日
㈰

投
票
日　
5
月
20
日
㈰

　
今
回
の
選
挙
か
ら
、
第
５
投
票
所
を
河

原
体
育
館
か
ら
藤
田
公
民
館
に
変
更
し
ま

す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会　
☎（
25
）７
２
０
１

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
い
ま
す
。
こ
の
他

民
間
団
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
犠
牲
者
追
悼
式

と　
き　
４
月
14
日
㈯　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
県
庁
地
下
大
会
議
室

▼
復
興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
詳
し
い
内
容
は「
復
興
祈
念
ウ
ィ
ー
ク
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
広
報
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
２
７

助
成
対
象

▼
申
請
時
に
国
保
加
入
期
間
が
3
カ
月
以

上
の
人
▼
受
診
時
に
お
い
て
満
年
齢
が
30

歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
▼
国
民
健
康
保
険

税
完
納
世
帯

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
11
月
30
日
㈮

受
診
期
限　
12
月
25
日
㈫

助
成
額　

検
査
費
用
の
７
割
（
上
限

２
万
５
千
円
）

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

持
参
物　
▼
保
険
証
▼
印
か
ん

　
承
諾
い
た
だ
い
た
受
診
結
果
は
、
市
の

保
健
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　　　

介護予防ミニ講座
運動前のストレッチ①

　安全に運動するためにストレッチで筋肉の緊張をほ
ぐしましょう。けがや老化の予防、疲労回復に役立つ
ほか、血行を良くし、体の柔軟性を維持・向上する効果
も期待できます。

肩回し

腕上げ・横曲げ

ポイント

両手の指を肩に軽く付ける。
�肘を大きく前から後ろに5回、後ろから
前に5回、数を数えながらゆっくり回す。

�指を組んで、天井に向かってまっすぐ
伸ばし、１～10までゆっくり数える。
�顔や体は正面を向いたまま、伸ばした
手を右に倒し、姿勢で1～10までゆっ
くり数える。左も同様に行う。

・無理はせず、痛みを感じない程度の強さで行いましょう。
・息は止めないよう声に出して数を数えましょう。
・弾みをつけずにゆっくり筋肉の伸びを感じながら行いましょう。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用を記載していないものは基本的に無料です。
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

支給額
本体額 10,030 円～ 42,500 円

第２子加算 5,020 円～ 10,040 円
第３子以降加算 3,010 円～ 6,020 円

対　象　次の❶～❾に当てはまる18歳に達する日以後の最
初の3月までの間（児童に一定以上の障がいがある場合は
20歳未満）にある児童を扶養している母子家庭の母・父子
家庭の父・母または父に代わってその児童を養育している
人。
支給要件　
❶父母の離婚後、父または母と生計を同じくしていない児童
❷父または母が死亡した児童
❸父または母に重度の障がい（国民年金の障害等級1級程
度）がある児童
❹父または母の生死が明らかでない児童
❺父または母から引き続き1年以上遺棄されている児童
❻父または母が裁判所からのDV保護命令を受けた児童
❼父または母が引き続き1年以上拘禁されている児童
❽母が婚姻によらないで（未婚で）出生した児童
❾上記❶～❽に当たるか明らかでない児童

※本人、父、母、同居の家族などの所得によって制限があ
ります。また、対象者が公的年金を受給されている場合は
手当を受給できない場合があります。

対　象　市内に住所を有するひとり親家庭の父または母と
その人に扶養されている児童または父母のない児童。
支給要件　児童扶養手当同様
助成額　保険適用医療費（調剤含む）の一部負担金の3分
の2

児童扶養手当 ひとり親家庭等医療費助成

　ひとり親家庭の親が高度な技術を一から身につけ、専門
的な資格を取得するために1年以上修業する場合、訓練促
進給付金を支給します。
対　象　市内に住所がある母子家庭の母または父子家庭の
父で、次の支給要件を満たしている人。
❶児童扶養手当の受給を受けているか、同等の所得水準に
あること
❷修業年限1年以上の養成機関において一定のカリキュラ
ムを修業し、対象資格の取得が見込まれる者であること
対象資格　看護師、准看護師、介護福祉士、保育士、美容
師他28の資格　
支給期間　修業期間の全期間（上限3年間）

高等職業訓練促進給付金事業

支給額
区分 訓練促進給付金 修了支援給付金

非課税世帯 100,000 円 50,000 円
課税世帯 70,500 円 25,000 円 

　母子家庭の母または父子家庭の父の主体的な能力開発の
取り組みを支援し、自立の促進を図ります。
対　象　市内に住所がある母子家庭の母または父子家庭の
父で、児童扶養手当の支給を受けているまたは、同等の所
得水準であること。　
対象講座　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講
座など
支給額　対象教育訓練の受講のために支払った費用の60%
に相当する額（上限20万円）。ただし12,000円未満の場
合は支給されません。※必ず受講前に相談してください。

自立支援教育訓練給付金事業

　各種資金を低利または無利子で貸付けを行っています。
資金の種類　事業開始資金、事業継続資金、修学資金、技
能習得資金、修業資金、就職支度資金、医療介護資金など
12種類。
貸付の要件・連帯保証人　
償還金年額（他の借入金を含む）が、申請時の年収の25%
を超える場合は、貸付けの対象外となる場合があります。
連帯保証人は原則1人以上（県内に居住する親戚などで保
証能力のある人。申請時の年齢が原則として65歳以下で、
かつ償還期間終了時の年齢が70歳未満の人)必要です。学
資金、修業資金、就学支度資金及び就職支度資金について
は、貸付けにより修学し、または知識技能を習得する児童
が連帯借主として加わることになります。
問県北広域本部福祉課　☎（25）0689

母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付制度

　高等学校卒業程度認定試験合格のための講座を受講した
場合、受講修了後と認定試験合格後に受講料の一部を支給
します。
対　象　市内に住所を有するひとり親家庭の親とひとり親
家庭の児童で、次の支給要件を満たしている人。ただし、
既に大学入学資格を取得している人は対象としない。
支給要件　
❶ひとり親家庭の親が児童扶養手当の支給を受けているま
たは同等の所得水準にあること。
❷支給を受けようとする者の就学経験、就業経験、技能な
どから判断して、高卒認定試験に合格することが適職に就
くために必要であると認められる者であること。
対象講座　高卒認定試験の合格を目指す講座（通信制講座
を含む)
支給額
▼受講修了時給付金
　支給対象者が対象講座の受講のために本人が支払った費
用の20%に相当する額（上限10万円、4,000円を超えない
場合は支給しない）
▼合格時給付金
　上記給付金の支給を受けた者が受講修了日から起算して
2年以内に高卒認定試験に全科目合格した場合に支給。支
給対象者が対象講座の受講のために本人が支払った費用の
40%に相当する額。ただし、受講修了時給付金と合格時給
付金の上限は合計15万円。

ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験
合格支援事業（新規事業）

ひとり親家庭等助成事業をご存知ですか
問子育て支援課こども家庭支援係　☎（25）7214

募
集

　
平
成
31
年
に
第
3
回
市
民
劇
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
、
実
行
委
員
、
ス
タ
ッ
フ
、

脚
本
、
劇
団
員
（
子
ど
も
、
大
人
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
歴
史
、
文

化
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
一
緒
に
市
民

劇
を
作
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

問
●申
市
民
劇
実
行
委
員
会　
隈く

ま

部べ

　
☎
０
９
０（
８
８
３
４
）１
１
７
２

市
民
劇
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
簡
単
な
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

中
心
と
し
た
楽
し
い
教
室
で
す
。

と　
き　
５
月
17
日
㈭
～
平
成
31
年
３
月

14
日
㈭
の
毎
週
㈭
午
前
10
時
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館

対　
象　
20
歳
以
上
の
市
民

定　
員　
50
人

参
加
費　
年
間
５
千
円
（
別
途
年
間
保
険

料
が
必
要
）

問
●申
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館　
☎（
38
）３
８
８
５

問
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

さ
わ
や
か
健
康
教
室

農
作
業
中
の
事
故
が

増
え
て
い
ま
す

ミ
ツ
バ
チ
へ
の

農
薬
危
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
が
始
ま
り
ま
す
。

農
薬
を
散
布
す
る
際
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被

害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前
に
近
く
の
養

た
い
肥
や
ス
ラ
リ
ー
散
布
の
際

に
は
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
た
い
肥
を
農
地
へ
散
布
し
た
後
は
、
速

や
か
に
耕
耘
し
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
臭

気
問
題
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
数
日
間
た

い
肥
を
農
地
へ
仮
置
き
す
る
場
合
は
、
シ

ー
ト
で
覆
い
雨
風
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。�

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

　
県
内
で
は
毎
年
10
人
前
後
の
尊
い
命
が

農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
作
業
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト　
▼
高
齢

者
が
農
作
業
を
行
う
際
は
、
特
に
注
意
し
、

余
裕
を
も
っ
た
作
業
を
心
掛
け
る
▼
安
全

フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す

る
▼
道
路
や
ほ
場
の
傾
斜
や
路
肩
な
ど
の

作
業
環
境
を
十
分
確
認
し
、
事
故
を
起
こ

し
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
る
▼
機

械
の
点
検
や
清
掃
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止

め
て
か
ら
行
う

問
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１　

蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
の

情
報
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
布

し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

　
熊
本
県
畜
産
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
０
１

保
育
園
で
働
き
た
い
人
の

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
募
集

　
全
国
的
に
深
刻
な
保
育
士
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
「
菊
池
市
保
育
士
等
人

材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
、
保
育
園
で
働
き

た
い
人
と
保
育
園
の
橋
渡
し
を
行
い
、
就

労
支
援
と
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

対　
象　
保
育
士
、
看
護
師
、
調
理
師

申
込
方
法　
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
の
流
れ　
登
録
し
た
人
は
登
録
者
名

簿
に
記
載
さ
れ
、
市
内
保
育
園
長
か
ら
の

情
報
提
供
依
頼
に
基
づ
き
、
市
か
ら
登
録

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
個
別
に
保
育
園
長

か
ら
面
接
な
ど
の
連
絡
が
あ
り
、
面
接
の

結
果
採
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
●申
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
４

　
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
認
知
症
予
防
に
効

果
が
あ
る
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
中
心

に
行
い
ま
す
。
そ
の
他
野
外
活
動
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
講
師
は
公
的
資
格
を
持
つ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

と　
き　
４
月
17
日
㈫
～
平
成
31
年
３
月

12
日
㈫
の
毎
週
㈫　
午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
総
合
体
育
館

高
齢
者
健
康
教
室

内　
容　
ラ
ジ
オ
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ・筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ・

ダ
ン
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

参
加
費　
年
間
５
千
円
（
保
険
料
込
み
）

※
65
歳
未
満
の
人
は
５
８
５
０
円

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

に
つ
い
て
、
熊
本
県
民
は
熊
本
会
場
で
行

わ
れ
る
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
抽
選
に

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
観

戦
し
ま
せ
ん
か
。

申
込
期
限　
４
月
12
日
㈭

申
込
方
法　

公
式
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト

（tickets.rugbyw
orldcup.com

）
で

I
D
を
登
録
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
公
式
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
６
０

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
中

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
簿
と
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

と　
き　
４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

土
地
・
家
屋
、
固
定
資
産
の

価
格
を
知
り
た
い
皆
さ
ん
へ
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用を記載していないものは基本的に無料です。
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　

家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
24
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

相
談

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

も
の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
４
月
25
日
㈬
～
27
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

と　
き　
４
月
26
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
４
月
は
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
４
月
20
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
２
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談

　
「
地
震
の
報
道
を
見
る
と
不
安
が
強
く

な
る
」「
気
持
ち
が
落
ち
て
、
頑
張
れ
な

く
な
っ
た
」な
ど
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

家
族
も
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

と　
き　
㈪
～
㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時

問
熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
５
）３
２
２
２

　

癒
や
し
の
里
は
「
愛
の
里
」。
カ
ッ
プ

ル
が
仲
睦
ま
じ
く
座
っ
て
憩
う
こ
と
が
で

き
る
、
二
人
掛
け
の
ベ
ン
チ
（
イ
ス
）
の

デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
設
置
場
所　
菊
池
公
園
城
山
展
望
所

応
募
資
格　
▼
年
齢
や
プ
ロ
ア
マ
は
問
い

ま
せ
ん
▼
連
名
や
企
業
で
の
応
募
、
複
数

点
の
応
募
も
可
。
た
だ
し
、
１
人
ま
た
は

１
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
作
品
し
か
二
次
選

考
を
通
過
し
ま
せ
ん
▼
本
人
が
作
成
し
た

未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま

す
。
当
コ
ン
ペ
と
同
時
期
に
行
わ
れ
る
他

の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
へ
の
重
複
応
募
は
認

め
ま
せ
ん

応
募
方
法　

Ａ
３
以
下
の
サ
イ
ズ
の
紙

ラ
ブ
ベ
ン
チ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

２
０
１
８

に
、
色
や
素
材
、
形
状
が
よ
く
分
か
る
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
画
、
説
明
文
を
描
い
て
、

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
と
合
わ
せ
て
都
市
整

備
課
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
（
作
品
内
に
応
募
者
名
は
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
）。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
デ
ザ
イ
ン
画

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
締
切　
６
月
29
日
㈮　
※
直
接
持
ち

込
み
の
場
合
は
午
後
５
時
ま
で
。

審
査
・
評
価
基
準　
▼
機
能
性
、
芸
術
性

は
も
と
よ
り
、
座
っ
た
二
人
の
愛
が
深
ま

る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
▼
既
設
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ（
直
径
２・

５
㍍
の
円
盤
状
）
に
設
置
す
る
た
め
、
ベ

ン
チ
の
最
大
外
形
が
１・
２
㍍
以
内
（
高

さ
方
向
は
制
約
な
し
）
で
あ
り
、
ベ
ン
チ

と
し
て
機
能
す
る
大
き
さ
と
形
状
で
あ

る
こ
と
▼
設
置
場
所
の
景
観
に
マ
ッ
チ

し
、
設
置
場
所
一
帯
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や

憩
い
の
場
づ
く
り
に
貢
献
す
る
よ
う
な
提

案
で
あ
る
こ
と
▼
菊
池
公
園
一
帯
（
市
民

広
場
な
ど
）
の
特
徴
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
▼
ベ
ン
チ
作
成
費
用
に
は
上
限
が
あ
る

た
め
、
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
て
も
、

50
万
円
以
内
で
作
成
が
で
き
な
い
と
判
断

し
た
も
の
は
二
次
選
考
か
ら
除
外
し
ま

す
。

賞
金
・
副
賞
▼�

グ
ラ
ン
プ
リ
（
１
作
品
）�

賞
金
20
万
円
（
現
金
15
万
円+

商
品
券

５
万
円
相
当
）
副
賞　

菊
池
米
１
年
分

（
60
㌔
）
ま
た
は
菊
池
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

▼�

優
秀
賞
（
２
作
品
）
賞
金
４
万
円
（
現

金
３
万
円+

商
品
券
１
万
円
相
当
）
副

賞　
市
特
産
品
５
千
円
分
▼
学
生
賞
（
３

作
品
）
副
賞
市
特
産
品
５
千
円
分
▼
菊
池

市
民
賞
（
１
作
品
）
副
賞
市
特
産
品
５
千

円
分

著
作
権　
受
賞
し
た
応
募
作
品
（
受
賞
作

品
）の
日
本
と
世
界
の
全
て
の
国
の
特
許
、

実
用
新
案
、
意
匠
、
商
標
、
著
作
権
に
関

す
る
全
て
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。
ま
た
、
応
募
者
は
受
賞
作
品
に
関
し

著
作
者
人
格
権
を
行
使
し
な
い
も
の
と
し

ま
す
。
な
お
、上
記
権
利
の
譲
渡
対
価
は
、

主
催
者
規
定
の
受
賞
賞
金
を
も
っ
て
充
て

る
も
の
と
し
ま
す
。
受
賞
作
品
以
外
の
応

募
作
品
の
知
的
財
産
権
は
原
則
と
し
て
応

募
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

結
果
発
表　
８
月
初
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

表
彰
式
・
お
披
露
目
式　
11
月
22
日
㈭
午

前
10
時
～　
現
地
（
予
定
）

　
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
に
は
、
ベ
ン
チ
完

成
ま
で
製
作
に
係
る
監
修
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
製
作
費
用
、
機
能
性
、
意
匠
面

か
ら
、
市
に
て
デ
ザ
イ
ン
変
更
を
行
い
製

作
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
表

後
で
あ
っ
て
も
不
正
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
求
職
者
の
早
期
就
職
を
支
援
す
る
国

の
制
度
で
す
。
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と

雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
原
則
無
料
。

訓
練
場
所　
合
志
市

科　
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー

ビ
ス
科
、
生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

募
集
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
26
日
㈭

訓
練
期
間　
６
月
６
日
㈬
～
12
月
26
日
㈬

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

　
女
性
総
合
相
談
室
は
、
４
月
か
ら
「
男

女
共
同
参
画
相
談
室
ら
い
ふ
」
に
変
わ
り

ま
す
。
住
所
や
電
話
番
号
、
受
け
付
け
日

時
も
変
更
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

ら
れ
ま
す
。

❶
電
話
相
談

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
６
６
６

　
㈯
☎
０
９
６（
３
５
５
）２
２
２
３

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室

ら
い
ふ

❷
面
接
相
談
（
要
予
約
）

と　
き　
❶
❷
㈪
・
㈫
・
㈭
～
㈯　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
㈫
の
み
午

後
７
時
30
分
）

❸
法
律
相
談
（
要
予
約
）

と　
き　
毎
月
第
３
㈯　
午
後
１
時
～
３

時
15
分

と
こ
ろ　

❷
❸
県
庁
行
政
棟
新
館
４
階

男
女
参
画
・
協
働
推
進
課
（
㈯
の
み
テ

ト
リ
ア
く
ま
も
と
9
階
く
ま
も
と
県
民

交
流
館
パ
レ
ア
内
）

問
●申
熊
本
県
男
女
参
画
・
協
働
推
進
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
８
７

講
演
・
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と　
き　
４
月
17
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
１
０
１
会
議
室

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
人
と
地
球
を
元
気
に
す
る
有
機
微
生
物

群（
Ｅ
Ｍ
）に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
４
月
21
日
㈯　
午
後
０
時
20
分

～
５
時

と
こ
ろ　
七
城
公
民
館

内　
容

▼
基
調
講
演
「
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
国
づ
く
り
」

比ひ

嘉が

照て
る
夫お

氏

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
「
微
生
物
活
用
の

食
育
と
は
」「
海
水
塩
活
用
の
Ｅ
Ｍ
農
業
」

「
Ｅ
Ｍ
生
活
で
人
と
地
球
に
い
い
水
を
」

の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
分
科
会
を
開
催
。

申
込
期
限　
４
月
15
日
㈰

申
込
方
法　
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
に
あ

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
地
球
環
境
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

田た

村む
ら　
☎
０
９
０（
７
２
６
９
）４
１
７
３

野の

中な
か　
☎
０
９
０（
４
４
８
５
）３
２
４
９

Ⓜogurigou@
cyber.ocn.ne.jp

Ⓕ
０
９
６
８（
32
）４
０
５
８

善
循
環
の
輪

九
州
の
集
い
i
n
菊
池

　
エ
コ
ア
く
ま
も
と
で
は
、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ

ジ
や
春
の
草
花
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
植

春
の
草
花
観
察
会

イ
ベ
ン
ト

第
58
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
郷
土
史
研
究
家
の
中な

か

原は
ら

英ひ
で
し

さ
ん
を
招
い
て
対
談
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

と　
き　
４
月
21
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１

物
の
名
前
の
由
来
紹
介
な
ど
を
交
え
な
が

ら
春
の
草
花
を
観
察
し
ま
す
。
雨
天
時
は

室
内
で
の
講
話
に
な
り
ま
す
。

と　
き　
４
月
21
日
㈯　
午
前
10
時
～
正

午と
こ
ろ　

最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
く
ま

も
と
」（
玉
名
郡
南
関
町
下
坂
下
４
７
７-�

３
）　

定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
４
月
19
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
エ
コ
ア
熊
本

　
☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０

　
Ⓕ
０
９
６
８（
53
）８
５
１
０

設置場所の城山展望所

　
菊
池
一
族
の
お
抱
え
鍛
治
「
延
寿
」
と

日
本
の
名
刀
を
集
め
て
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
５
月
６
日
㈰
ま
で

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
菊
池
神
社
歴
史
館

入
場
料　

大
人
８
０
０
円
、
子
ど
も

４
０
０
円
※
お
ト
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
で
割

引
有
り

菊
池
一
族
と
延
寿
鍛
治
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と　
き　
４
月
14
日
㈯　
午
後
５
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
神
社
菊
華
殿

内　
容　
特
別
講
演
「
菊
池
一
族
に
つ
い

て
」
西に
し

住ず
み

欣き
ん

一い
ち

郎ろ
う

氏
、「
日
本
刀
の
作
刀

に
つ
い
て
」
小こ

宮み
や
國こ
く
天て
ん
氏

問
菊
池
一
族
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
菊

池
観
光
協
会
内
）　
☎（
25
）０
５
１
３

菊
池
一
族
と
延
寿
鍛
治
展

日
本
の
名
刀
展
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　県内外からハンドメイド雑貨やアンティークショップ、
カフェやスイーツのお店が 100 店ほど並びます。ライブ
やステージイベントなど盛りだくさん！くまモンも登場
します。青空の下でのマルシェにぜひお越しください。
と　き　4 月 29 日㈰　午前 9 時～午後 3 時
※くまモンは午後 2 時 30 分
　ごろ登場予定
ところ　泗水孔子公園
問雑貨 bb ☎ 0968(24）7360

第5回きくちマルシェ

　新年度 4 月からスタートする小学生クラスです。この
春から私たちと一緒に英会話を始めてみませんか。
　他にも、親子・幼児・小学生・中学生のクラスがあります。
無料体験レッスン随時受付中♪気軽にお問い合わせくだ
さい。
と　き　毎週㈪　午後６時 25 分～７時 25 分
ところ　ロンドン・アイ・イングリッシュ（旧聖母幼稚園）
問●申ロンドン・アイ・イングリッシュ　
☎ 090（9724）3640
Ⓗ https://www.londonienglish.com/

ロンドン・アイ・イングリッシュ
小学生クラス4月生募集中！

と　き　５月５日㈯㈷　
ところ　菊池カントリークラブ
料　金　ビジター 11,800 円　メンバー 7,500 円
　　　　※チャリティ費、食事代などを含む
定　員　230 人（先着順）
　菊池市民広場が改修工事中のため、表彰式は行いませ
ん。後日、本人または代理人の受け取りをお願いします。
問菊池カントリークラブ
☎（27）1121

第32回菊池市民チャリティゴルフ大会
参加者募集

　テニスの好きな人、楽しくプレーしている人、学校で
部活をしている人など、誰でも大会に参加できます。
と　き　５月３日㈭㈷　午前９時～　
　　　　※雨天予備日５月４日㈮㈷
ところ　菊池市城山公園テニスコート
種　目　男子・女子ダブルス（フリー・C・D クラス）
参加料　１ペア 3,000 円　（高校生以下 2,000 円）
申込期限　４月 27 日㈮
問●申菊池市テニス協会事務局　竹

た け

森
も り

　
　☎ 090（3017）2989　

第11回菊池市テニス協会
ダブルストーナメント大会

「菊池公園」桜の下deフットパス

　菊池公園の 22 種の桜を見ながら歩きます。明るく元
気な、動きやすい服装で参加してください。当日参加も
受け付けますが、弁当は持参してください。
と　き　４月３日㈫　午前 10 時～午後１時
ところ　菊池市総合グラウンド駐車場
参加費　1,200 円（お花見弁当、保険、ガイド付）
問●申ハッピーフットパス　山

や ま

田
だ

　☎ 090（1515）8035
Ⓜ happy.footpath@gmail.com　

　日頃の感謝を込めて、ファミリーコンサートを開催し
ます。2 部はオールディズニーステージで、大人から子
どもまで一緒に楽しめます。入場無料。
と　き　５月５日㈯㈷　午後２時～
ところ　菊池市文化会館大ホール
問実行委員　
前
ま え

田
だ

☎ 080（6409）1109 　廣
ひ ろ

田
た

☎ 090（7382）8826

菊池市民吹奏楽団定期演奏会
ファミリーコンサート

　太極拳を一緒に楽しみませんか。基本から教えますの
で気軽にお越しください。見学・無料体験も随時受け付け
ています。
と　き　毎週㈭　午前 10 時～ 11 時
ところ　菊池市西部市民センター 
参加料　月 1,000 円
問●申楊名時太極拳師範　佐

さ

々
さ

木
き

☎ （25）0696 

楊名時太極拳　生徒募集

少年野球チーム　泗水セントラルフォース
新入部員募集

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※ 投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

　立ち上げから２シーズンの新しいチームです。人間的
な成長を目指し、選手や保護者に無理な負担がかからな
い練習を行っています。気軽に体験からお越しください。
対　象　市内全校区　小学１年生～６年生までの男女
と　き　毎週㈬、㈮、㈰
　　　　㈬、㈮午後６時～８時、㈰午前９時～午後１時
ところ　泗水小学校、泗水中学校グラウンド
参加料　月 2,500 円
問●申代表　酒

さ か

井
い

　☎ 090（7455）5053

ボ
ー
ト
競
技
大
会
開
催

　

菊
池
市
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
場
は
、

日
本
国
内
で
も
最
大
級
の
ボ
ー
ト
コ
ー

ス
で
す
。
日
本
代
表
の
選
考
合
宿
や

レ
ー
ス
、全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ト
選

手
権
大
会
な
ど
が
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

平
成
30
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
16
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
ボ
ー
ト
選
手
権
大
会

５
月
12
日
㈭
～
15
日
㈰

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
19
歳
未
満
の

１
５
６
人
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
す
。
種
目
は
男
女
共
に一
人
で
漕

ぐ
２
千
㍍
の
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
、予

選
か
ら
決
勝
を
３
日
間
に
わ
た
り
開

催
。
本
市
か
ら
は
、菊
池
高
等
学
校
の

在あ
り

原は
ら

恭き
ょ
う

介す
け

さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
11
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ガ
ッ
タ

５
月
26
日
㈯・27
日
㈰

　

27
歳
以
上
の
選
手
が
出
場
す
る

ボ
ー
ト
大
会
で
す
。
年
齢
別
12
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
、
最
高
は
90
歳
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

熊
本
で
は
普
段
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
、８
人
乗
り
の
大
型
艇
の
競
技
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【 

問
い
合
わ
せ
先 
】

社
会
体
育
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
４

ボート競技とは
漕艇（そうてい）による競技のことで、Regatta（レガッタ）と
も言います。人が漕ぐことで、最高のスピードが得られる
ように設計製作された競漕艇を使用します。レース（大会）
は、発艇線（スタートライン）に艇首を並べてスタートして、

定められた距離を漕ぎ、決勝線（フィニッシュライン）に達し
た着順で順位を決めます。距離は公式戦で1000㍍または
2000㍍です。オリンピックの公式競技で、2020年の東京
オリンピックでの競技名はRowing（ローイング）です。

　

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
経
験

を
生
か
し
、菊
池
に
人
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
を
考

え
て
い
る
岩
本
さ
ん
。「
菊
池
に
眠
る
多
く
の
観
光

資
源
を
連
動
さ
せ
て
、効
果
的
な
発
信
を
す
る
こ

と
で
観
光
の
底
上
げ
が
で
き
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

　

御
所
通
り
や
井
手
沿
い
な
ど
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

で
彩
る
計
画
の
ほ
か
、放
置
さ
れ
た
竹
林
の
観
光

資
源
化
な
ど
、集
客
を
狙
え
る
要
素
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
見
抜
い
て
動
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
西せ

郷ご

ど
ん
」に

併
せ
、わ
い
ふ
一
番
館
で
展
示
会「
西
郷
ど
ん
と

菊
池
一
族
」を
企
画
。
菊
池
と
西
郷
隆
盛
の
つ
な

が
り
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
展
示
し
て
い
ま
す
。「
展
示

の
準
備
に
当
た
り
、島
津
家
や
西
郷
さ
ん
の
妻・愛あ

い

加か

奈な

さ
ん
に
ゆ
か
り
あ
る
人
た
ち
と
縁
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
縁
を
も
と
に
、大
河
と
の
新
た
な
連

動
企
画
を
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」 vol.14

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

市
長
公
室
広
報
交
流
係 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

仕
事
で
面
白
い
＆
魅
力
的
な

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

取
材
や
企
画
を
す
る
こ
と
で
、

知
ら
な
か
っ
た
菊
池
の
歴
史

や
史
跡
の
存
在
を
勉
強
で
き

る
こ
と
で
す
ね
。

市
民
に
何
か
ひ
と
こ
と

お
願
い
し
ま
す
。

菊
池
一
族
に
ゆ
か
り
あ
る
大
河

ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」を
よ
り

楽
し
く
鑑
賞
で
き
る
の
で
、企

画
展
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

◀ 

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
ベ
ス
ト
を
着

て
企
画
展
の
ポ
ス
タ
ー
と
と
も
に

観
光
プ
ロ
モ
ー
タ
ー

岩い
わ
　
も
と本 
晃あ

き
　
ひ
こ彦

さ
ん

【 

聞
き
手 

】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー　
伊い

藤と
う 

亮り
ょ
う

知
ら
れ
ざ
る
菊
池
の
魅
力
を

広
め
て
い
き
た
い

期　間：4月3日㈫～7月31日㈫
ところ：わいふ一番館
時　間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）
問い合わせ先：わいふ一番館
☎0968（24）6630

そのルーツを辿る
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.44

１月20日

１月19日

２月15日

推進マスコット「ロバ隊長」マーク

話を聞く児童たち

寸劇に参加する児童

展示品からも入居者の人の思
いが伝わります

子で挑戦！日本一の石段

知症について学びました

しい知識で差別をなくそう

親

認

正

花房小学校

戸崎小学校

菊之池小学校

　親子鍛錬遠足で「日本一の石段」（美里町）を訪れ、
児童と保護者、教職員、地域住民など約100人が３，
３３３段の石段登りに挑戦しました。途中ＰＴＡ役員
がクイズを出題。楽しみながら登ることができ、ゴー
ルした児童たちは晴れやかな笑顔を見せました。

　５年生が認知症サポーター講座を受講。寸劇な
どを交えて認知症の人への接し方を学習しました。
児童は「優しく対応することで病状がゆっくり進む
ことが分かった。家族が認知症になっても優しく対
応したい」と自分たちにできることを考えました。

　５年生の児童が菊池恵楓園で現地学習を行いま
した。入居している人から話を聞いたり、園内の施
設や展示を見学した児童は「差別をする人になりた
くない」「思いやりを持ち、差別を許さない気持ちを
持ちたい」と学びを深めました。

菊池北中学校
コでおいしい「えこめ牛」給食エ２月16日

　菊池地域のブランド牛「えこめ牛」についての講
話があり、えこめ牛を使った給食が提供されました。
２年生の後

ご

藤
と う

匠
たくみ

さんは「菊池地域の飼料を食べて
育ったえこめ牛を食べるとエコにつながると分かった。
命に感謝して食べたい」と感想を述べました。

えこめ牛を使ったハヤシライス

えこめくんも訪問しましたおいしい給食ににっこり

菊池南中学校
本俊明ピアノコンサート松１月26日

　体育館に全校生徒が集まり、ＭＩＳＩＡの「Ｅｖｅｒｙｔｈｉ
ｎｇ」をはじめ多くの人気曲を手掛ける作曲家・ピア
ニストの松

ま つ

本
も と

俊
と し

明
あ き

さんを迎えて開催しました。生徒
との連弾や松本さんの伴奏での校歌斉唱など、こ
の日限りの特別なコンサートになりました。

ピアノ初演奏の生徒と連弾松本さんの伴奏で校歌斉唱

生徒からの質問コーナー

【お詫びと訂正】 ３月号で菊池北中学校の記事として掲載し
た「初開催！校内駅伝大会」は、正しくは泗水中学校の記事
でした。お詫びして訂正します。

ゴール後も元気な児童たち クイズを解きながら一休み

海
外
視
察
研
修
に
参
加

　

２
月
に
タ
イ
で
行
わ
れ
た
交
流
事

業
研
修
に
参
加
。
タ
イ
の
農
業
高

校
・
大
学
と
は
10
数
年
以
上
の
交
流

が
あ
り
、
毎
年
、
農
家
研
修
生
の
相

互
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
で
は
農
業
研
究
発
表
を
国
の

行
事
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

７
カ
国
が
参
加
。
Ｆ
Ｆ
Ｊ
（
※
）か

ら
日
本
代
表
と
し
て
３
人
の
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
農

業
を
学
ぶ
若
者
の
志
は
世
界
共
通
だ

と
実
感
。
農
業
は
国
を
支
え
る
大
事

な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

文
化
は
違
え
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
人
と
の
交
流
で
自
分
の
夢
を
見

つ
け
、
考
え
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
の
語
学
力
の
無
さ

も
痛
感
し
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
し
っ
か
り
自
分
を
見
つ
め
、

人
を
見
つ
め
、
地
球
を
見
つ
め
、
こ

れ
か
ら
も
農
業
の
発
展
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
学
び
、
行
動
し
て
い
き

ま
す
。

　

菊
農
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
に
さ
ら

に
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
た
研

修
で
し
た
。

市内３高校の魅力を伝えます！

【問い合わせ先】 
菊池農業高校
☎0968（38）2621

～ 菊農で夢を見つけ、羽ばたいていく卒業生 ～
高校３年間のさまざまな学習や活動を通して、将来への道がはっきり見えました！

食品化学科卒業
岩
いわ

﨑
さき

洋
み

冴
さ

斗
と

さん

畜産科学科卒業
内
うち

田
だ

慧
えい

美
み

さん

高校で農業を学ぶ生徒が、自主的な活動を通して、充実した学校
生活を送るために活動している組織です。

１.2.5_タイの農業研究発表会場  ３_ 昨年交流があった学生と再会。
着物を着て参加しました  ４_タイの少数民族との交流

園芸科卒業
原
はら

田
だ

慎
しん

平
ぺい

さん

農業科卒業
清
きよ

田
た

朱
あか

理
り

さん
進路先▶フランス留学 進路先▶イギリス留学 進路先▶原田果樹園（自営） 進路先▶佐賀大学農学部 

　市内にある３つの高校（菊池農業高校、菊池高校、
菊池女子高校）の魅力を余すことなく伝えるコーナー
をスタートしました。学校あるあるや自慢話、ニュース、
出来事など、学校の情報を生徒たちが手作りで発信
していきます。第１弾は菊池農業高校です。

菊池農業高校
　略して「菊農」。菊農の生徒たちの様子や声を配信
していきます。今回は生徒たちの海外視察研修と平成
２９年度卒業生の進路をピックアップ。日本だけでなく
海外に目を向ける生徒を応援しています。

世 界で活躍できるシェフに
なりたいとフランスに短

期留学を予定しています。学校
では生産から加工を学び、ある
シェフとの座談会で話したこと
をきっかけに進路を開拓。その
土地ならではの料理を考え、調
理できる仕事に就きたいです。

「トビタテ！留学Japan」の
派遣留学生 に 選 ば れ、

夏休みにイギリスの乗馬学校へ
留学したことをきっかけに、馬の
ことを学びたいと思い留学を決
意。将来は馬学の学位を取得し、
馬の素晴らしさを広げることに
貢献できる仕事に就きたいです。

農 業をしている両親の姿を
見て、就農を決意。高校

の果樹専攻で学んだことを我が
家のブドウ栽培に生かしていき
たいです。地元で菊池の後継者
として、夢のある農業経営を行
い、地域活性とチャレンジ精神
で頑張ります。

高 校では作物専攻でコメに
ついて学習。さらに学び

たいと考え、大学進学を決意し
ました。実習では知識はもちろ
んですが、感謝や継続と努力す
ることを学びました。大学でも
努力し、卒業後は食料自給率を
上げる仕事に就きたいです。

日本学校農業クラブ（Future Farmers of Japan）

1

2

45

3

Ｆ Ｆ J とは

畜産科学科２年

宮
みや

川
がわ

莉
り

梨
り

茄
か
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　泗水ボーイズが第 48 回春季全国大会中九州大会支部予
選大会で初優勝し、３月に東京大田スタジアムで開催され
る全国大会への切符をつかみました。選手たちは「全力プ
レーを出し切り全国制覇を目指す」と抱負を述べました。

泗水ボーイズが中九州大会優勝
１月 22 日　第48回春季全国大会中学生の部

左から松
ま つ

崎
ざ き

秀
ひ で

昭
あ き

監督、岩
い わ

木
き

涼
りょう

我
が

さん（菊池南中１年）、楠
く す

田
だ

汰
た

朗
ろ う

さ
ん（菊池南中２年）、隈

く ま

部
べ

涼
りょう

太
た

さん（旭志中１年）

　県内の小中学校で使用する道徳教材「熊本の心」の県民
大会が菊池市文化会館で開催され、県内各地から約 700
人が参加。作文コンクールの表彰の他、菊池北小学校児童
による狂言、七城小学校児童による劇が披露されました。

人と地域を大切にする「熊本の心」
１月 28 日　「熊本の心」県民大会

㊧地域の偉人である冨
と み

田
た

甚
じ ん

平
ぺ い

を劇で紹介
㊨狂言特有の難しいせりふも堂々と披露

　12チームが出場し、沿道からの大きな声援を受け襷を
つなぎました。優勝：第５分団、第２位：第３分団、第３位：
第７分団、前半優勝：第５分団、後半優勝：第３分団、躍進賞：
第７分団

地域の応援を受け快走！
１月 28 日　第 42 回七城一周駅伝大会

コースは七城総合グラウンド前をスタートし七城支所をゴールと
する全 14 区間、29.2㌔

　菊池公園多目的グラウンドで復興野球教室が開催され、
市内の小中学生約 80 人が参加しました。読売ジャイアン
ツの井端コーチからプレーのポイントや改善点などの指導
を受け、参加者は目を輝かせて熱心に耳を傾けていました。

井
い

端
ば た

弘
ひ ろ

和
か ず

コーチがプロの視点で指導
１月６日　復興野球教室 in 菊池　

教室は菊池温泉観光旅館協同組合と市軟式野球連盟が主催。実技
を交えた指導で、プロの技術を間近で見ることができました

　第２回熊本地震復興支援菊池合同演奏会ニューイヤーコ
ンサートが菊池市文化会館大ホールで開催されました。菊
池市民吹奏楽団や市内の中学校、高校の吹奏楽部などが出
演し、美しい音色で観客を楽しませました。

音楽の力でふるさとを元気に
１月14 日　ニューイヤーコンサート

陸上自衛隊代８音楽隊も特別出演。ラストは出演団体全員で
三百六十五歩のマーチ熊本バージョンを合同演奏しました

　平成 29 年度熊本県農業コンクール大会入賞者の表彰式
が開催されました。本コンクールは県が熊本の農業や農村
社会の振興・発展に積極的に取り組む優秀な経営者や組織
などを表彰するもので、本市から３団体が入賞しました。

市内の３団体が入賞
１月 16 日　熊本県農業コンクール大会表彰

❶地域農力部門優良賞 :JA 菊池ホルス研究会 ❷経営体部門優良賞
: 有限会社むらかみ牧場 ❸地域貢献賞 : 松島工房

　第 35 回熊本県老人福祉施設研究大会が熊本テルサで開
催され、老人福祉に携わる施設から 450 人が参加。特別
養護老人ホーム清泉（亀尾）は地域医療と介護の連携を主
題として発表し、金賞を受賞しました。

特別養護老人ホーム清泉が金賞受賞
１月 20 日　第35回熊本県老人福祉施設研究大会

「再び口から食べる喜びを～経管栄養から経口摂取移行への取り組
み～」と題し、研究と取り組みの成果を発表しました

　農林水産業振興のために活動を続ける個人・団体を表彰
する平成 29 年度熊本県農林水産業功労者表彰があり、農
業部門で小川さん（小木）、林業・林産業部門で原木しい
たけこだわり会（桟

さ

敷
し き

野
の

榮
え い

一
い ち

会長）が受賞しました。

小
お

川
がわ

權
け ん

一
いち

さんと原木しいたけこだわり会が表彰
１月 26 日　熊本県農林水産業功労者

㊧希少品種204を特産品「黒香」へ育てた原木しいたけこだわり会
㊨クリ栽培技術の向上・普及、新品種の導入が評価された小川さん

　「日本一地域に根ざしたクラブづくり」を活動方針とす
るロアッソ熊本が企画するまちづくりプロジェクトの実施
市に、本市が選ばれました。今後ロアッソ熊本と市でさま
ざまなコラボレーション事業を企画していきます。

ロアッソ熊本選手が地域を応援！
１月 22 日　ロアッソ熊本火の国もりあげタイ !

菊池市担当選手として 11 人が選出。市民と選手が交流しながら
まちづくりに取り組みます

　家庭教育の支援における功績を表彰するもので、毎週水
曜日に七城公民館で学習教室を開催する七城カバちゃん学
習教室が受賞しました。教室では、学習だけでなく、異学
年の交流や基本的な習慣づくりを大切にしています。

七城カバちゃん学習教室が受賞
１月 26 日　家庭教育支援優良団体表彰

代表の宮
み や

川
が わ

伊
い

十
じゅう

さんは「来てよかったと思える場所でありたい。
今後は体制づくりも進めていきたい」と今後の抱負を語りました

　東京都の後楽園ホールで全日本新人王決定戦があり、泗
水町出身のプロボクサー森武蔵さんがスーパーフェザー級
の新人王に輝きました。森さんは「無敗のまま日本チャン
ピオンになり、世界に挑戦したい」と抱負を語りました。

新人王森
も り

武
む

蔵
さ し

さんが表敬訪問
12 月 28 日　ボクシングスーパーフェザー級

トロフィーを手にする森選手㊨と江
え

頭
がしら

実
みのる

市長㊧

　旭志公民館で開催し、市内の小中学生 22 人が白熱した
対局を繰り広げました。将棋の部優勝：荒

あ ら

木
き

柊
しゅう

太
た

（泗水東
小 4 年）、準優勝：荒

あ ら

木
き

颯
そ う

太
た

（泗水中 1 年）、３位：芹
せ り

川
か わ

琥
こ

珀
は く

（旭志小 4 年）、敗者戦優勝：大
お お

塚
つ か

翔
しょう

太
た

（旭志小４年）

小中学生が白熱した対局を展開
１月５日　第 32 回子ども囲碁将棋大会

粘り強く対局する参加者。負けた後も上位戦の対局を熱心に見学
していました。囲碁の部は参加者少数のため不成立となりました
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休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

４月29日
㈰

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

４月30日
㈪㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745

岩倉整形外科内科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

５月３日
㈭

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

５月４日
㈮㈷

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

５月５日
㈯㈷

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101

５月６日
㈰

光進会クリニック（内・循内・消内・皮・小） 大津町 096（294）8888

和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

４月１日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

山岡胃腸科内科（内・胃・消） 合志市 096（248）9001

菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

中山歯科医院 菊池市 0968（38）2401

そうごう薬局菊池店 菊池市 0968（23）1321

４月８日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

金田歯科医院 大津町 096（293）1387

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

４月15日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

林秀樹歯科医院 菊池市 0968（25）4500

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

４月22日
㈰

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

ひかりヶ丘眼科・内科医院（内） 合志市 096（348）6305

杜の里かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

石川歯科医院 菊陽町 096（232）5818

よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
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で
応
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。
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題
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応
援
の
模
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テ
レ
ビ
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全
国
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感
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が
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、
自
分
を
枠
に

は
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自
分
な
り
の
金
メ
ダ
ル
を
目
指

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

菊池さんのオリンピック

申込期限　誕生月の前月５日（５日が休日の場合は前日）
募集人数　先着24人（毎月）
申込方法　写真にコメントを添えて、市長公室または各
支所の広報担当まで申し込んでください。写真はデータ
でも受け付けます。写真のみ後日提出でも可能です。

専用フォーム

平成30年５月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写
真を募集しています!

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？

津
つ

川
がわ

葵
あお

羽
ね

ちゃん（○菊 野間口） 五
ご

島
とう

智
ち

菜
な

ちゃん（○菊 深川）
２歳 H28年4月19日生まれ ３歳 H27年４月９日生まれ

岡
おか

本
まと

将
まさ

輝
き

くん（○菊 上赤星） 寺
てら

本
もと

樹
き

玄
はる

くん（○菊 野間口）
３歳 H27年４月10日生まれ １歳 H29年4月２日生まれ

木
きの

下
した

みなちゃん（○菊 立町）
１歳 H29年４月12日生まれ

高
たか

松
まつ

優
ゆう

真
ま

くん（○菊 立石）
２歳 H28年４月23日生まれ

笹
ささ

本
もと

美
み

莉
り

愛
あ

ちゃん（○菊 東原）

１歳 H29年４月20日生まれ
開
ひらきだ

田  葵
あおい

ちゃん（○泗 高江）
２歳 H28年４月７日生まれ

大
おお

村
むら

光
ひか

里
り

ちゃん（○泗 永） 平
ひら

山
やま

瑛
え

梨
り

ちゃん（○菊 袈裟尾）

２歳 H28年4月15日生まれ ２歳 H28年4月12日生まれ
古
こ

閑
が

琴
こと

菜
な

ちゃん（○七 甲佐町） 高
たか

木
き

　星
ひかり

ちゃん（○泗 富の原中央）
１歳 H29年４月28日生まれ 2歳 H28年４月８日生まれ

秋
あき

月
づき

陽
ひ

向
なた

ちゃん（○菊 上町）
2歳 H28年４月26日生まれ

川
かわ

口
ぐち

晄
こう

承
しょう

くん（○菊 中町）
1歳 H29年４月７日生まれ

高
たか

宮
みや

雅
が

功
く

くん（○泗 富の原東）

１歳 H29年４月29日生まれ
上
うえ

田
だ

宙
とき

空
あ

くん（○泗 桜山八）
１歳 H29年４月４日生まれ

佐
さっ

々
さ

実
ま

優
ひろ

ちゃん（○七 加恵）
１歳 H29年４月25日生まれ

奥
おく

田
だ

実
み

結
ゆ

ちゃん（○泗 桜山三）
２歳 H28年４月2日生まれ

マチイロとはいつでもどこでも広報紙を読む
ことができるスマートフォン用無料アプリです。
Ⓗ http://machiiro.town/

 ↑マチイロ
 ホームページ 

35 342018 April広報きくち2018 April広報きくち


